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序 文

長岡京市では、 昭和30年代から急速に都市化が進み、 それに伴う開発行

為により数多くの遺跡が危機に瀕し、 貴重な文化財が失われてきました。

とくに近年の開発傾向をみると、 これまで盛んであった市東半部の住居

地域がほぼ宅地化され、 新たに奥海仰寺地区など西半部で宅地開発が増加

し、 さらにこれまで開発が見送られていた古墳など地上標識のある遺跡固

辺まで開発が進んできています。

このようななかで、 従来明らかにされていなかった地域で新たに遺跡が

発見されるとともに、 地上標識のある遺跡では長法寺七ツ塚古墳群にみられ

るように保存か開発かの選択が迫られてぎており、 これらの遺跡の保護対

策を早期に講じることが必要になってきました。

そこで、 市酉部地区での分布調査を行い、 今年度に昭和57年度刊行した

遺跡地図を改定し、 より遺跡の実態に即した保護対策が講じられるべく努

力してまいりました。

ここに刊行いたします報岩書は、 昭和62年度中に教育委員会が直営で実

施しました国庫補助事業の成果をまとめたもので、 そのおもな内容といた

しまして、 弥生時代の環濠餡落と判明した長法寺遺跡、 長岡京西二坊大路

東側溝、 長法寺七ッ塚古墳第3号墳周濠、 奥海印寺遺跡の集落等に関する

ものであります。

これらの成果は本市の歴史を解明する上で貴重な資料になるとともに市

民の歴史学習資料として広く活用していただけると期待しております。

最後に、 調査実施にあたって種々のご指導をいただいた諸先生方ならびに

関係行政機関、 また、 発掘調査に深いご理解とご協力をいただいた土地所

有者の方々に、 紙上をお借りし、 厚くお札申し上げます。

昭和63年3月 長岡京市教育委員会

教育長 i易 浅成 治
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凡 例

1 .  本冊は、 昭和62年度に長岡京市教育委員会が国庫補助事業として実施した長岡京跡ほかの

発掘調査の概要報告である。

2 。 上記の調査地は付表ー 1 のとおりである。 その位闘は第 1 図に示した。

3 . 長岡京跡の調査の次数は、 長岡京跡左京、 長岡京跡右京ごとに通算したものである。 調査

地区名は、 高橋美久二 「長岡宮跡昭和51年度発掘調査概要」（京都府教育委員会『埋蔵文化財

発掘調査概報(1977)』昭和52年）による小字名をもとにした地区割に従った。

4 .  長岡京内の条坊名は、 山中章他 「第126図長岡京条坊図」 （向日市教育委員会『向日市埋蔵

文化財調査報告書』第8集 1982年） による呼称に従った。

5 . 各調査報告の執筆者は、 各章のはじめに記した。

6 . 本書の編梨は長岡京市教育委員会管理課文化財係 中尾秀正が担当した。

7 . 現地調査および本書作成に至るまでの整理 ・ 製図作業には下記の方々の御協力を得た。

［調査作業員〕 縣田安太郎・ 天野菊次郎• 井本千代治• 岩岸三郎。佐藤昭三• 田中寅吉

中村正雄

〔調査補助員・整理員〕

付表 ー 1

調 査 次 数

長岡京跡
右京第228 次調査

長岡京跡
右京第265 次調査

長岡京跡
左京第184 次調査

長法寺七ッ塚古墳群
第2次調査

奥海印寺遺跡
第3次調査

奥海卯寺遺跡
第 4次調査

青木也寸志• 岩川絢子 ・ 占部真里 ・ 小田賢・小田呂子・奥田泰江• 川勝

庸行・倉橋裕之。坂根瞬• 鈴木芙美子• 田中佐知子• 田中智紀· 服部裕

幸• 前田明美・吉岡勝則

本書報告調査 一 覧表

地区名 所 在 地 土地所有者 調査期間（現地） 調査面積 備 考

7ANJMM 長岡京市長法寺 金剛住宅昧 1986 約300rri 長法寺遺跡第一次調査
南野20-1ほか 4 .21-5 .13 今匝は弥生時代を報告

7ANIKE-3 長岡京市長岡 田村義明 1987 118m' 長岡京西二坊大絡三丁目25-41 7 .14-8.4 

7ANMST-4 長岡京市神足 伊辻克美
1987 120rri 長岡京東ー坊坊間大路芝本6 11. 26-12. 26 

7ANJKK-2 長岡京市長法寺 藪内治作
1987 330rr/ 第 3号墳の周濠と陸橋

北畠17 7 .21-8 .25 長岡京跡右京第269次調査

2LOPTJ-3 長岡京市奥海仰寺 多貝 茂
1987 llOrr/ 鎌倉時代の住居跡東条28-1 5 .8-6.13 

2LOPSR 長岡京市奥海印寺 伴野昇次 1987 150 rri 鎌倉時代の住居跡城10-26 ほか ほか3名 5 .28-6.24 
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第1図 本書報告調査地位属図
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第1章 長岡京跡右京第228次(7ANJMM地区）調査概要(2)

右京四条四坊十 ― 町・長法寺遺跡

1 は じ め に

1 本報告は1986年4月2 1日から5月13日まで、長岡京市長法寺南野20-1他において実施し

た長岡京跡四条四坊十―町推定地における発掘調査に関するものである。

2 この調査によって新たに弥生時代・奈良時代の遺構が発見され、長法寺遺跡と命名された。
(1) 

これらのうち、弥生時代以外の時期については既に報告済みであるため、 本報告では弥生時

代の遺構に関して報告する。

3 本調査は、宅地造成に伴い実施した調査で、調査面積は最終的に300mとなった。

4 現地調査および整理作業は長岡京市教育委員会が主体となり、 国庫補助事業として実施し

た。 調査員は（財）長岡京市埋蔵文化財センタ ーに派遣を依願し、小田桐淳が担当した。

5 調査実施にあたり、土地所有者である金剛住宅株式会社には数々の御協力を得た。 また調

査中には京都文教短期大学名誉教授中山修 一氏、大阪大学助教授都出比呂志氏、（財）京都市

埋蔵文化財研究所牛嶋茂氏等には多くの御指導• 御協力を得た。

6 調査後の遺構図面の整理・遺物の実測等は前田明美が主に行い、編集・執筆は小田桐が行

った。 なお弥生時代の遺物についてはなお検討を要するため、周辺関連遺跡の整理を待って

報告したい。

第2図 発掘調査地位韻図 (1 / 5000) 

-1-



2 闊査経過

2 調 査 経 過

調査地は西山丘陵に切り込む

河川によって形成された扇状地

に立地しており、 現在西から東、

南から北に向かって段々に低く

なる田畑の区画によって分割さ

れている。 このうちトレンチを

設定したのは南北に並ふ2枚の

水田面で、 これも北側水田面が

南側水田面より50cmほど低い面

となっていた。

調査トレンチでの基本層序は、 第3図 調査地遠景

現在の水田に伴う耕作上・床土層の下にさらに近世までの遺物を包合する耕作土層が堆積して

いた。 これらの層を除去すると黄灰色土の地山層が現われ、 この地山面上から各時期の遺構が

切り合って検出された。 地山面は若干の傾斜をもっており、 その比高差はトレンチ東端と西端

では約40cm、 南端と北端では約70cmを測る。 また当地は海抜4 3.5m前後の標高に位隠している。

ここで検出された弥生時代の遺構は中期から後期にかけての集落址の一部で、 竪穴住居 5軒

（円形プラン 3軒、 隅丸方形プラン2軒）、土壊5 基、 溝などである。 中でもトレンチ南端で検

出された大溝(S D 22808)は、最大幅約3 m、深さl.lmを測り、弥生時代長法寺遺跡が環濠をも

つ集落である可能性を示すものと考えられた。 これらの時期は、 中期に属す住居が 1軒ある他

は全て後期の遺構である。 後期の中でも出士遺物に時期差が認められ、 二時期に遺構の変遷が

あることが確認されている。

当遺跡固辺に展開する弥生時代集落は、 調査地の北方約1 kmに中期から後期にかけての井ノ

内遺跡が所在する他、 北東約1 kmには同じく中期から後期の今里遺跡、東へ約0.8kmにはこれ

も中期から後期の遺物が出土する陶器町遺跡、 南東約0.5kmには前期から後期の遺物が出土す

る東台遺跡などが点在している。 また当調査終了後に実施した右京第2 37次調査地は、 当調査

地の西方約280mの西山丘陵の屋根上にあたるが、 ここでも後期の集落（谷山遺跡） が発見さ
(2) 

れた。 これら固辺に展開する諸遺跡と長法寺遺跡との関連は注目されるが、 中でも谷山遺跡は

立地的に当遺跡と密接な関係があると考えられる。

乙訓地方における弥生時代後期の様相はまだ十分な資料が出土しておらず不明瞭であるため、

遺物の編年および集落の変遷は谷山遺跡の整理を待って別稿で報告することとし、 ここでは遺

構の概略と若干の考察に留めておきたい。



弥生時代
5022808 

x=-118,989 X=-118,980 X=-118,971 )(=-"118,962 )(;-118,953 ){=-118,944 

I 
飛鳥時代以降

-p= 

5K22B07 

＝ 
SK:?.2809 

OPBO 

0
0
 

。

�Y=-28,733 

�v=-20,121 

�v=-28,733 

-Y=-26,727 

゜ 10m I 

第4図 検出遺構図 (1 /200) 
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第5図 竪穴住居SH 22804実測図(1 /80) 

3 検 出 遺 構

竪穴住居S H22804 

復原径約8mの円形住居で

西側％ほどを検出した。 埋士

は 4 層のレンズ状堆積からな

っており、 床面までの深さは

約50cmを測る。 住居床面の周

囲には幅 20cm、 深さ10cm前後

の壁溝が巡っている。 壁溝の

内側にはもう一条円形に同様

の規模の溝が巡っており、 住

居北半ではこの内側の溝の中 第6図 SH 22804紡錘車出上状況

側が10cmほど低くなっている。 南半でも内側溝と壁溝との間に比べ、 内側溝の中側は面が下が

っている。 このような状況からこの住居跡は建て換えて拡張されたと考えられる。

内側の溝をS H22804 古段階の壁溝とすると、 S H22804 (古）の復原径は約6.8mほどとなる。

新段階の床面の遺物としては、 住居跡 北西部の壁溝上で甕（搬入品？）、壁溝に接っする床面



6 検出遺構

上で高杯、 土製紡錘車などが出土した。

この紡錘車は直径 5. 9 cm、 厚さ 3. 3 cm、

中央孔径 0. 7 cmで、 重さ ll Ogほどを測

る大型品である。 住居南西部ではほとん

ど遺物は認められな かった。 主柱穴は 1

本だけ確認している。

竪穴住居S H22811 

段差をもつ南北 2枚の水田面の境日で

検出された隅丸方形住居で、 北半は削平

され消滅していた。 一番残りの良い部分

で深さ8cm、 ほとんど壁溝のみでの検出

であった。 規模は明ら かにし得な かった

が、 住居の 南辺は 東で北へ 29'振ってい

る。 主柱穴は 1本のみ確認された。

この住居の南東コ ー ナ ー から 東へ延び

る溝が検出された。 この溝は幅20cm弱深

さ14cm から23cmほどの断面U字形をした

溝で、 住居と接っする部分では壁溝の底

と同じレベルであるが 東へ延びるにつれ

て深くなっている。 埋土は住居 • 壁溝埋

上と同様の土で、 平面精査では切り合い

関係は認められず、 住居に付属して設け

られた排水溝であると考えられる。

土器は南辺壁溝内に甕が 3個体並んで検出された。 うち 1個は近江系の甕である。

/ 
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口
・

2. 知易色砂尼 ° 
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}
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／
＼
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D
 

2, 

第7図 竪穴住居SH 2281 1実側図 (1 /80) 

第8図 SH 2281 1遺物出土状況

竪穴住居S H22814 

S H  22813 を切っている円形住居で、 検出プランは 南北に楕円ぎみになっているが、 復原す

ると直径8� 9mになると考えられる。 住居の 西側半分弱を調査し得た。 埋士は部分的に 2 層

に分 かれ、 20cmほどの深さで床面に至る。 壁溝を有するが全周せず、 北西部で 1. 8 mの間が途

切れている。 床面からは壁溝の他に、 北部で壁溝の内側に巡る溝 2条、 柱穴P 1----, 7 が検出さ

れた。 これらの溝と 柱穴 から、 この住居もS H 22804と同様建て換えられていると考えられる。

土諾は、 西側壁溝内 から器台、 士製紡錘車、 南西部壁溝寄りの床面 から器台、 小型甕などが

検出された。 紡錘車は直径 7. 6 cm、 中央孔の O. 8 cm、 厚さ 2. 9 cmの大型品でS H 22804 出土例

よりさらに大きいものである。 側面には刻目が施されており、 かなり磨耗していた。
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第 9図 竪穴住居SH 22814実測図 (1/80)

竪穴住居S H22813 

S H  22814によって 東側が切

られており、 またこの切り合い

付近 から東側は削平された傾斜

面によって残存していないが、

ほぼ全容を検出し得た住居であ

る。 規模は 南北に 8mを測るが

東西は復原すると 9 m弱くらい

になる、 若干楕円ぎみを呈した ，

住居跡である。 深さは残りのい

い部分でも10cm弱と浅い。 床面

には炭化材が多く、 火 災による

焼失住居と考えられる。

住居床面には、 周 囲 に 幅20-40cm、 深さ 5 - 20cmの壁溝が巡る。 主 柱穴は 6本で、 住居中央

第10図 S H 22814遺物出士状況

には中央ピソトが検出された。 中央ピ ットは径 1. 1 mほどの不定形プラ ン で10cmほど下がって

平坦面をつくった後、 西寄 り で径 0. 5 mの円形にさらに 50cmほど下がる。 埋上には炭が混り、

平坦面上には炭 が層になって堆積していた。 また北部では炭 層の他に、 炭と灰による層が中央
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第11図 竪穴住居 S H 22813 実測図 (1/80 )

ピ ッ ト の底 に かけて流れ込 んでいた。 中央 ピ ソ ト の西肩床面 には焼士塊があ り 、 この付近は炭

も 多く、 床面 から中央 ピ ッ ト の一段 目 に かけて若干赤変して いたが、炉跡としては確認で き な

か っ た。 この中央 ピ ッ ト から東方住居外 に延びる溝 S D 2 2 82 2 は、 幅40cm前後、深さ2 0cm ほ ど

の断面 U 字形 を呈して いる。

溝であると考 え られる。

この溝底は東へ順次低くな っ てお り 、 S H  2 2 81 4 に 付属する排水

床面遺物の状況は、 形 になるものは P3 と P 4の 間の壁溝 ぎ わ に 壺が 1 個体あ っ たのみであ

るが、破片は住居の西半 に 多く散在してお り 、北部と南部 には ほと ん どみあたらな か っ た 。

竪穴住居 S H 2282 1 

隅 丸方形住居の 壁溝と考 え られる溝が検出されて いる。 この溝は幅2 0cm、深さ5 cm ほ どで北
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第12図
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S H 22813中央 ピ ッ ト実測図 (1 /60) 
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第14図 土城 S K 22807実測図 (1 /30) 
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第16図 S K  22812遺物出土状況



1 0  検出遺構

部では削平によって消滅 し て い るが、 南部では カ ー ブ し てト レ ンチ 西外に延び る。

これらの住居はS H 22813 が中期に属す他は後期の時期 である。

土塀SK 22807 
S H  22804 とS H 22811 との間 に位置する土壊である。 規模は 東西 1. 1 m、 南北0. 7 5m深さ

15cmを測る。 傾斜はゆ るやかに落ち込 む。 埋土は暗茶褐色砂泥の単 一 層である。 中 から投棄さ

れた土器片が比較的多く出土 し てい るが、 形になるものは少 い 。 時期は後期 に属す。

土壊S 1< 22809 

S K  22807 とS H 22804 との中 間 に位置する。 幅 O. 3 m、 長さ O. 9 mほ どの 南北に細長 い 土

壊で、 深さは 5 cmほ どと浅 い 。 暗茶褐色砂泥の単一 層で、 遺物は破片が若干 出土 し た程度である。

土壊SK 2281 2 

S H  22804の排水溝 南隣りに位置する土墟 で、 幅0. 7 m長さ1.6 mの 南北に細長 い プランをも

ち、 深さ20cmを測る。 底は平らでU字に近 い 断面 形態 である。 遺物は後期の鉢が完 形で出土 し

た他、 壺体部下 半など数は少 い が大 形の破片が出士 し た。

土堀SK 2281 8 

S H 22813 の 北方、 ト レ ンチ 北壁に か かる土壊で、 東西 1. 2 m、 南北l m以上、 深さ40cmを

測る。 埋土は三 層よりなっており、 遺物は主に暗褐色粘 質 土から出土 し た。 時期は後期 に属す。

土堀SK 22819

S H  22804と重なる土壊であるが、 住居が削平によって消滅 し ており、 新 旧 関係は確認でき

な かった。 幅 l m、 長さ 1. 7 mの不定形プランをもち、 深さは6 0cmを測る。 黄茶色な い し 暗茶

褐色の砂質 土で埋まっており、 遺物は全く出土 し な かった。

溝S D 22808 

ト レンチ の 南端で検出された 東西溝で、 規模は 西端では幅 1. 5 m、 深さ 0. 7 mであるが、 東

端では幅 3. 3 m、 深さ 1. 1 mを測る。 断面の形態は V 字形な い し は逆台形を呈 し 、 西から 東へ

深くなってゆく。 10mの長さにわ たって調査 し 得たが、 溝底のラ イ ンは北側 へ若干 カ ー ブ し て

い る。 溝の底にはピ ソ ト状の凹 みが 4 mの範囲で確認された。 この凹 みは直径15- 20cmで、 深

さは10cmほ どである。 埋土は各 断面 4 - 6 層に分層され、 各層から大量の土器が出土 し た。 出

士位置は各層共溝の中央部付近が多く、 形にな る ものが密集 し て い る部分もある。 最下層は 南

側 から流入 し た地山崩 解 土で、 この層は遺物が少 い 。

溝S D 22817 

ト レンチ 北辺近くで検出された 西から 東へ流れる溝で、 幅20-30cm、 深さ 7 - 10cmを測り、

断面 U字形を呈す。 S H 22808 、 S H 22813 を切るが、 出士遺物 から後期の時期と考えられる。

断面 形態、 埋土の状況がS H 22804、 S H 22813 の排水溝と類似すること から、 調査ト レ ンチ

のさらに 西方にある住居跡の排水溝である可能性が高 い 。
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第17図 溝S D 22808実測図 ( 1 / 80) 

4 ま と め

長法寺遺跡は今回の調査 によ っ て始めて存在が知られた遺跡である。 内容は今回遺構 を報告

した弥生時代中期 から後期 に か けての集落跡と、 昨年度報告した奈良 時代掘立柱建物群 からな

るが、調査面積が限られたものであ り 、 周辺地域の調査が進 んで いな い こと から、 今後さら に

他時代の遺構もみつ か っ て ゆ く ものと考 えられる。 こ こ では住居構造と立地 を通して長法寺遺

跡の特徴を まとめてお き た い。

住居の構造



1 2  ま と め

今回検出された住居は、 い ずれも部分的な検出であるため、 住居の構造および床面の利 用状

況などを完 全 に 把握する には至 っ て いな い が、 2 - 3 注目すべき点 が新らか にな っ た。

ま ず第一 に 2 軒の住居で排水溝が確認されたことである。 当地が扇状地上 に立地 し て い るこ

とはすで に 述べたが、 ここは西山丘陵 に·し み込 んだ地下水が湧出 し やす い地質であ り 、 このよ

うな環境の下で排水施設が泌要であ っ たと思 われる。 この点から考 え ると S D 22808 の機能の

1 つ にこの排水目的があ っ たであ ろ うことは想定される。 S D 22808 と 2 軒の排水 溝は い ずれ

も西から東 へ傾斜 し てお り 、 この原則から西半分 し か検出されなか っ た S H 2280 4 、 S H 228 

1 4に も排水溝が付属する可能性は十分 に考 え られる。

S H  2281 1 と S H 2281 3 は時期 • 住居平面形が異なるものであるが、 排水溝の始まる場所 に

も違 い がある。 つま り S H 22811 では壁溝から始まるが、 S H 2281 3 は中央 ピ
゜

ソ トから始まる 0

後者の場合は排水溝の底面レ ベ ルは壁溝よ り 深 い。 このような排水溝を伴 っ た住居跡は、 乙訓

地域ではこれまで確認されて いなか っ た。 周辺地域では田辺天神山遺跡で中央 ピ ソ トから延び

る例が後期の時期で検出されて い ることから、 この違 い が時期的なものではなく、 機能の点か

らむ し ろ 住居の規模も し くは士地条 件 に関係するものであると考 え られよう。

この問 題 に 関連 し て、 壁溝と中央 ピ ソ トの 役割 り は、 排水溝がと り 付くことから除湿 • 排水

の機 能をまず認め得る。 い わ ゆる 「壁溝」 に つ いて、 これまで側板材を埋め込むための掘込み

例と開放性の溝掘 り 例の 2 例が知られて いるが、 当遺跡では S H 2280 4 や S H 2281 4 でも壁溝

内 に 土器などがはま り 込 ん で い ることから、 全て開放性の溝で あ っ たと考 え られる。

集 落の 範 囲

調査地の周 囲は現在でそれ ぞれ O. 5 - 0. 9 m の段差をも っ て い るが、 S D 22808 の底面が1 0

m で 45cmの高低差をも ち 、 2 . 5° 強の傾斜面が復原で ぎ る。 長法寺遺跡はこのような傾斜面 に立

地 し て いるのであるが、 その範 囲をここで想定 し てお ぎ た い 。

現在の西 山丘陵 には、 扇状地を形成 し た河道の痕跡が谷筋と し て 200 - 300 m 間 隔で並 行 し

て い る。 今回の調査地はこの中の 1 つ にあた り 、 トレ ン チは北寄 り 扇央部付近 にあたる。 開頂

部はトレ ン チの南西 1 50 m ほどの所 になるが、 この付近で実施 し た第87002 次立会調査では弥

生土謡を含 む遺構状の落込み が確認されてお り 、 長法寺遺跡が扇状地の扇項部から閉央部 に か

けて、 丘陵を背 に し て展開される集落で あ ると想定される。 このような弥生集落の立地は、 周

辺の遺跡と比べ特異な存 在と い え 、 今後の研究が待たれる。

注 1 ) 小田桐 淳 「長 岡 京跡右京第228 次調査概要(1 )」 『長岡 京市報告書』 第18冊 1987年 3 月

2 )  「長岡京跡右京第237 次調査 ・ 谷 山遺跡現地説明会資料」 1986年10 月



第 2 章 長 岡 京跡右京第 265次 ( 7 A N I K E - 3 地区 ） 調査概要

1 は じ め に

1 本報告は、 1987年7 月1 4日から 8 月 4日まで、 長岡京市長岡 三 丁 目 2 5-41 にお い て実施し

た長岡京跡右京四条二坊十五町 （ 西二坊大路） 推定地 、 および 陶器町遺跡の発掘調査に関す

るものである。

2 本調査は、 共 同住宅建設工事に伴う事前の発掘調査であるが 、 西二坊大路を究明するため 、

国庫補助事業とし て実施した。 調査面積は約 1 1 8而 である。

3 調査は、 長岡京市教育委員会が主体となり 、 調査員は財団 法人長岡京市埋蔵文化財センタ

ーに派遣を依頼し、 原秀樹が現地を担当した。

4 調査実施にあたり、 土地所有者である田村義 明氏には種々の ご協力を得た。 また、 現地調

査および本報告の作成にあたっ ては、 京都文教短期大学名誉教授 中山修一氏より種々の ご

教示を得た。 さらに 、 遺物写真は財団 法人京都市埋蔵文化財研究所牛嶋茂氏に撮影 ・ 指導し

て いた だ いた。
(1 )  

5 調査後の遺物実淵 や 図面整理には、 主に原 、 田中智紀、 占 部真理が行なった。

6 本報告の執筆ならびに 編集は、 原が行った。

第1 8図 発掘調査地位置図 (1 / 5000) 

―-13-



1 4  調査経過

2 調 査 経 過

本調査地は、 阪急電鉄長岡天神駅の 北西約 700m 、 町名変更前は 「 陶器町」 と呼 ばれた住宅

街の一角 に位鷹してい る。 地形的には、 段丘部および 緩扇状地にあたり、 付近の標高は29m 前

後をは かる。 陶器町の名称につい ては、 昭和初期に 京都清水焼の陶エ が こ の地に移り1主んだ こ

と からつけられた町名であり、 こ れまでの発掘調査にお い てもレン ガ積みの窯の一部や窯道具
(2 )  

な どが出士してい る。 長岡京の条坊復原によると、 右 京四条二坊十五町および 西二坊大路に想

定される所であり、 なお かつ弥生時代 から奈良時代の集落跡である陶器町 遺跡に合まれて い る。
(3 )  (4) (5 )  (6 )  

調査 対 象地の周 辺では、 こ れまでに 右 京第85次、 第101次、 第105次、 第140次調査にお い て

弥生時代後期の溝、 古 墳時代後期の竪穴住居、 長岡京以 前の掘立柱建物、 長岡京 西二坊大路 東

側溝に比定される溝な ど が検出されており、 当地に お い ても同様の遺構 。 遺物が確認されるも

のと予想された。 こ のような調査 成果に基き、 市教育委員会は当該地における共同住宅建設計

画につ い て発掘調査 が必要と判 断し、 国庫補助事業として調査を実施した。

調査は、 西二坊大路 東側溝が想定される箇所を含めて 東西13m 、 南北8m のトレンチを設定

し、 一部遺構確認のため 西側へ拡張を行った。 調査地の層位は、 基本的に 旧 建物の攪乱、 表 土、

暗黄灰色砂質 士を除去すると地山（黄褐色 士） となり、 遺構はすべて地山面で検出された。 地

山面の標高は28.l m をは かる。

3 検 出 遺 構

今 回の調査で明ら かになった主な遺構は、 溝 2 、 士城 5 、 竪穴住居 3 、 ピットな どであり、

他に層位的に新しい 南北方向の溝 3条を検出して い る。 以下、 主な遺構につ い て長岡京期、 古

墳時代の順に述べる。

v�-27,ag2 
I 

Y =-27,900 ー ニ ー
Y=-27;902 

I 

1 .  表土 7 .  灰色粗砂
2. 暗黄灰色砂質土 8. 淡茶褐色土
3 .  灰色砂質士 9. 暗茶褐色土
4 .  黄灰色砂質土 10. 黄褐色粘質士混 り 茶褐色土
5. 褐色砂質土 11. 暗茶褐色土
6. 茶灰色士 12. 黄褐色粘質士混 り 暗茶褐色土

Y=-27,896 

13. 暗茶灰色土 ° 
14. 茶褐色土

- L  L = 2B.2m 

15. 暗茶褐色土 （地山 プ ロ ッ ク 混 り ）
16. 明茶褐色粘質土
17. 暗茶灰色土 ( S H 26509) 

第19図 調査地 南壁士層 図 ( 1 / 80 )  
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第20 図 検出遺構図 ( 1 / 1 50) 

溝 S D 26503 ト レ ンチ 東端で検出した南北方向の溝である。 幅は 1 . 7- 2. O m をは かり 、

深さは部分的に わ ず かに 落込 む 箇所がみられ最も深いと こ ろで約 0.5m をは かる。 溝内の堆積

層は、 中程に砂の堆積が わ ず かに 認められる他は、 流水や滞水の状況は認められな かった。 遺

物は、 少 量の土師器、 須恵器が出士したが図化で き るものは わ ず かである。 また、 北約50 m 地

点で行 われた右京 第1 40次調査で検出した溝 S D 1 4001 は、 規模 や 方 向 、 座標 位 置 から み て 同

ーの溝と考 え られる。

竪穴住居 S H 26504 ト レ ンチ中央部で検出した方形住居で、 北西辺に造り付け カ マ ドを

有する。 規模は、 西側部分が土檄 S K 26506等と重複しており明ら かではないが 、 東側の一辺

は3 . 9 m をは かる。 カ マ ドは壁より張出し て 築 かれており 、 そ の 内側は長円 形に浅 く 掘り込 ま

れ て いる。 カ マ ド 内 からは焼土層とともに士師器の小片が出土した。 また 、 カ マ ドの東側に近

接する 土城 S K 2651 1 は貯蔵穴と 考 え られるが遺物は出土しな かった。 なお、 柱穴については

明確に検出されな かった。 遺物は、 土師器、 須恵器、 滑石製紡錘車な どが出土し ている。

竪穴住居 S H 2651 3 ト レ ンチ中央部で検出した方形住居で、 北西辺の一部は竪穴住居 S

H 26504と 重 複し て おり 、 相互の前後関係は本遺構の方が古い。 北壁では、 中央より や や東へ

寄る部分で焼士塊を含 む長円形の掘り込みが検出されており、 カ マ ドの一部と推定される。 壁

溝 ． 柱 穴は確 認されな かった。 また 、 S H 26504と重複する部分につい ては、 ト レ ンチ南壁で

も S H 26513 のつ づ き は確 認されな かった。 本住居は他の 2 軒と比べ て 浅 く 、 床面 までの深さ

は約1 0cm未満である。 遺物は、 士 師器 、 須 恵器が出土し ている。

土堀 S K 26506 長径 2. 6 m 、 短径 2.3 m 、 深さ 0. 8 m をは かる惰 円 形の士城で、 竪穴住



1 6  検出遺構

付表ー 2 西二坊大路関連遺構座標一覧表

東側溝

／
／
＼
一

V;-27.892 
I 

西側溝

I 遺 構 名 国土座標 ( X ) 国土座標 ( Y ) I 標高

X=-1 1 8,841- �\ \ ( j�-
S D  2601 -118 .450 .5  -27. 912. 2 

1 .  明 茶褐色土 S D  9039 -119 .586 . 5  -27. 9 1 1 .  695 2 1 .  8 
2 .  灰色砂
3 .  茶褐色士
4 .  暗茶褐色土 以 ＼ \ i 朝堂院中軸線

゜ 3m I 
国土座標 ( X ) 国土座標 ( Y ) 戸ホ 古向

-117 .542 .57 -26. 840. 39 32. 0 
第21 図 溝 S D 26503 実測 図 ( 1 / 100 ) 

遺 構 名 国土座標 ( X ) 国土座標 ( Y ) 標高
し ●

S D  28501 -117 .840 .0  -27. 896. 3 29. 9 

S D  17104 -118 . 150 .0  -27. 894. 85 27. 4 

S D  0731 -118 . 346 .54 -27. 895. 29 25. 9 

-118 .450 .54 -27. 895. 52 26. 2 

S D  14001 -118 .789 . 0  -27. 892. 38 28. 7 

S D  26503 -118 .839 . 0  -27. 892. 0 28. 1 

S D  9040 -119 .586 . 5  -27. 898. 295 21. 8 

9044 -119 .594 . 0 -27. 895. 5 21. 8 

L
11
 2
8 .
6
m

 

r
 

／

�
 

二
w g·e1:=1 

5026510 I 
Y=-27,904 

1 .  淡茶褐色土
2 .  暗茶褐色土
3 .  茶褐色土
4 .  茶褐色土 （ 焼土混 り ）
5 .  暗茶褐色土 （ 炭混 り ）
6 .  焼土
7 .  暗茶灰色士 （ 炭混 り ）゜ 3m 

第22図 竪穴住居 S H 26509実測図 ( 1 / 80 ) 
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居 S H26504よ り後に掘られたものである。 土城の東側と南側は浅い段をもつ。 遺物は、 士 師

器、 須恵器が出士している。

溝 S D 2651 0 ト レ ンチ 西端で検出した溝で 、 竪穴住 居 S H26509と重複しており、 相互

の前後関係は溝の方が新しい。 溝は、 幅 O 。 7 m 、 深さ0 . 1 5m をは かり 、 南壁に かけて幅 、 深さ

ともに 1 . 2m 、 0.5mと拡大する。 遺物は、 土師器、 須恵器が出士している。

4 出 土 遺 物

今 回の調査で出土した遺物は、 弥生土器、 上 師器 、 須恵器 、 瓦 、 土 馬 、 滑石製紡錘車 、 陶器

な どであり、 その大部分は竪穴住居 や溝 から出土したものである。 し かし 、 遺構は検出されな

かったものの弥生～古墳時代の遺物も出土 し ており、 最後に まとめて概略したい。

溝 S D 26503 出土遺物 土師器、 須 恵器 、 土馬 、 瓦が 少量出土した。 須 恵器壺 B ( 1 8 ) は、

体 部 内面下半をナ デ調整し 、 内面上半と外面を ヨ コ ナ デ仕上 げする。 底部外面には木 ノ 葉圧痕

□三□ニニ
w g·sc: =1 

口 1
ぷ

こ

汎
L
"
 2
8 .
6
m

 

oo 『 L"
 2
8 .
6
m

 

A
 

ばi|戸
ー

1 .  茶灰色 土
2 .  黄褐色土
3 .  黄褐色 土斑入茶灰色土
4 .  黄褐色土 斑入暗茶灰色土
5 .  黄褐色 粘 質土
6 .  暗茶褐色 土
7 .  黄褐色斑入茶褐色土
8 .  暗黒色士

Y=-27,900 

9 .  暗茶褐色土
10. 暗黄灰色土
1 1 . 黄褐色砂質土
12 .  焼土層
13 .  黄褐色砂質土 斑入茶褐色 土
14. 茶褐色土 （ 焼土 • 炭 含 む ） o 

15.  黄褐色砂質士 斑入茶褐色 士 （ 炭混 ）

SH 26504 

゜

ー

-----­
X=-1 1 8,841  

3 m  

第23図 竪穴住居 S H2650 4 · S  H26513実測図 (1 /100) 
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第24図 出土遺物実測図 (l / 4 · 1 / 2 ) 
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(7 )  
がみられる。 口径1 1 . 4cm · 器高29. 7cm。他に木 ノ 葉圧痕を有する例としては、 左京第27次調査

で出士した須 恵器甕がある。他の出土遺物は、 土師器壺 B 、 須 恵器杯 B な どがある。

竪穴住居 S H 26504 出土遺物 土師器 、 須恵器 、 滑石製紡錘車が出土した。 土師器には、

甕 ( 6 · 8 ) 、 把手 ( 1 0) 、 高 杯 ( 1 1 ) がある。 6 は、 淡灰色系の色調を呈し、 胎土中の砂粒

は他に比べて微小である。 体部 内外面はハ ケ メ 調整を行 う 。 8 は、 胎土 に多量の粗砂粒を含み 、

黄褐色系の胎土 · 色調を呈する。 体部外面はハ ケ メ 調整 、 内面は磨滅して いる。 1 0は、 甕の把

手と考 え られ、 貼付によって接合して いる。他に 7 点出士して いる。 1 1 は、 脚部内面にし ぼり

目 を残し、 i和部と脚部の接合面で剥離して いる。 須恵器には、 高坪 ( 4 ) の他 、 ±Z, ・ 蓋 • 甕 ．

壺 ・ 器台がある。 4は、 脚部のみの小片で透しは長方形と考 え られる。 なお 、 S D 26503 から

出土した甕 ( 5 ) も 同時期と考 え られ、他は小片のため図示し え な かった。 滑石製紡錘車 (13 )

は 1 点出士した。 全体に磨滅して いるが 、 底部に わ ず かに 斜格子が観察される。

竪 穴 住 居 S H 26509 出土遺物 士 師器、 須恵器が出士した。 土師器に は 、 甕 ( 7 ·9) 、

高杯 ( 1 2 ) がある。 7 は、 胎士に多量の粗砂粒を含み 、 赤褐色系の胎士 、 色調を呈する。 内外

面とも磨滅して いる。 9は、 長胴の体部と斜め上に ひら く 口 縁部をもつ大型の甕である。 橙褐

色系の色調を呈し、 胎土に多量の砂粒を含 む。 1 2は、 裾 ひ ろがりの低 い 脚部と、 曲折して立つ

口 縁部をもつ。 坪 部 内面には わ ず かにヘ ラ ミ ガ キの 痕跡 をと どめる。 この高杯は、 カ マ ド 内で

支脚として使 用 されて いたものである。 須 恵器には、 杯 · 蓋 • 壺 • 甕な どが出士して いる。

弥生 。 古墳時代の 出土遺物 上記の各遺構出土遺物の他にも 、 少 片であるが弥生 ・ 古墳時

代の土器が出土して いる。 弥生上器には、 甕 ( 1 4-1 6 ) 、 鉢 ( 1 7) がある。 い ずれも弥生時代

後期に比定される。 須恵器には、 坪 ( 1 ) 、 蓋 ( 2 ) がある。 1 は、 体部外面に重焼 き の 痕跡

がみられる。 い ずれも 陶 邑 古窯址群の I 期に比定される。

5 ま と め

今 回の調査は、 長岡京 西二坊大路の確認、 および 陶器町遺跡の第落構造を解明する ことを 目

的としたものである。 調査面積は限られて いるものの、 検出された遺構は従米の調査成果とあ

わ せて新たな資料を追加する こととなった。 以下、 そ の概略を述べる。

本調査地は、 長岡京の条坊復元によると西二坊大路東側溝の推定位謹にあたる。 すでに 東側
(8) (9 )  (1 0) (11) (12) 

溝につ い ては 、 右京 第 7 · 26 次 、 第90 次 、 第1 40 次 、 第1 71 次、 第 2 85次調査で検出されてお

り 、 現在のと こ ろ 右京域における南北道路の中では最も調査例の多 い 条坊側溝である （ 付表一

2 ) 。 中でも 、 今 回 検出し た 溝 S D 26503 に つ いては、 本調査地の北約50 m地点で行った右京

第 1 40次調査で検出した溝 S D 1 4001 と 、 規模、 方位、 検出座標値が近似しており、 一連の遺

構と考 え られる。 し かし、 これ までの調査で明ら かにされた東西両 側溝の検出座標値 から 、 朝

堂院中軸線より起算した推定西二坊大路中軸線 までの距離をは かると各々に近似した数値を示



20 ま と め

して い るが、 そ の 中 でも溝SD14001とSD26503につ い ては最も 東に位置してい る。 し かし

本調査地にお い ては当該溝を 検出した他は何も確認されず、 周 辺 の遺構との関連は明ら かにし

え な かった。 さらに、 西二坊大路は東側溝に比べて 西側溝の調査例が少 なく、 路面幅につい て

も未だ確定する資料が少 ない 状況にあり、

である。 なお、

これらの点につい ては今後の調査成 果に負うところ
(13) (14) 

この他にも 西二坊大路 東側溝推定地に 含 ま れ る地点を右京第101次、 第147次

調査として実施したが、 い ず れも当該溝は検出されな かった。

陶器町遺跡につい ては、 弥生時代（ 中 ～ 後期） 、 古 墳時代（後期） 、 奈良時代に わ たって営

ま れ た集落跡であり、 今 回の調査では弥生 時代後期の士器少量と、 古 墳時代後期の竪穴住居 3

軒を 検出した。 古 墳時代後期の竪穴住居は、 本調査地の他に右京第85次、 第 105次調査 で各 1

軒、 また その可能性の高 い ものが同じ く 各 l 例 検出されてい る。 中でも今回 検出した竪穴住居

に つ い ては、 い ず れも 北西方向にカマド、 又は焼 士塊を含 む ピットを 検出してい るが、 竪穴住

居の主軸方向にはちがい がみられる。 各竪穴住居の時期につい ては、 S H26504は 須 恵 器 から

みて 7 世 紀 前葉 と考 え ら れ、 S H26509につい てもほぼこれに近接する時期と考 え られる。 こ

の他にも、 遺構は検出され な かったものの周 辺 の調査地と同様に、 弥生 ～ 古 墳時代の遺物が出

土しており、 本調査地が位置する段丘部一帯にも同時期の集落が存在することを改めて示すも

のと考 え られる。
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こ の他 に も 、 井上礼子、 山本志津子の御協 力 を い た だ い た。

小田桐

山本輝雄 「長岡京跡右京第85次調査概要」

小田 桐

山 口

山 中

岩崎

長谷川

原

淳 「右京第140次調査概報」

淳 「右京第101次調査概報」

『長 岡京市セ ン タ ー 年報』昭和58年度

『長岡京市報告書』第 9 冊

博 「長 岡 京跡 右 京 第105次発掘調査概要」

章 「長岡京跡左京第27次発掘調査概要」

誠 「長岡京跡右京第90次調査概要」

注 6に同 じ

秀樹 「右京第147次 調査概報」

『向 日 市報告書』第 6 集

高橋美久ニ ・ 木村泰彦他 「長岡京跡右京第2 6次発掘調査概要」

『長岡京市報告書』第 9 冊

達 。 石尾政信 「長 岡 京跡 右 京 第1 71次発掘調査概要」

1984年 3 月

1 982年 3 月

『長岡京市セ ン タ ー 年報』昭和57年度

『京都府概報』

『長岡京市セ ン タ 一 年報』昭和 60年度

1983年 3 月

『京都府セ ン タ ー概報』第 9 冊 1983年 3 月

注 2 に同 じ

1980年 3 月
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1982年 3 月

『京都府セ ン タ ー概報』

1985年 3 月

（財）京都府埋蔵文化財調査研究セ ン タ ーによ り 調査継続中。 石尾政信氏 よ り 御教示 を 得 た

注 4に同 じ

1987年 2 月



第 3 章 長 岡 京跡左京第 184次 ( 7 A N M S T - 4 地区） 調査概要

1 は じ め に

1 本報告は、1987年1 1 月2 6日-1 2 月2 6日まで、長岡京市神足芝本 6 において実施した長岡京

左京六条ー坊、 六条第 二小路 と 東ー坊坊間大路の交差点、および雲宮遺跡 ・ 芝本遺跡の発掘

調査に関するものである。 調査面積は約 1 2 0而 である。

2 本調査は、長岡京条坊制解明のために重要遺跡確認調査の一つとして、長岡京市教育委員

会が主体となり、 国庫補助事業として実施した。 現地調査は長岡京市教育委員会文化財係中

尾秀正が担当した。
( 1 )  

3 調査後の遺構 図面の整理、遺物の分類 • 実測 • 製図は、中尾 ・ 占 部真里が担当した。

4 調査実施にあたり、上地所有者である伊辻克美氏を は じ め、近隣土地所有者の方々の御協

力を得た。 また、調査中には、京都文教短期大学名誉教授中山修一氏、財 団 法人長岡京市埋

蔵文化財センタ ー な ど から ご指導、 ご援助を賜った。 さらに、遺物写真は、財団 法人京都市

埋蔵文化財研究所牛嶋茂氏に撮影していた だいた。

5 本報告の編集 ・ 執筆は中尾秀正が行った。

第25 図 発掘調査地位置図 (1 / 5000) 

-21-



22 調査経過

2 調 査 経 過

当調査地は、 長岡京市の 東部にあり、 J R 神足駅 から 東約 500m に位置する。 地形的には、

西から 東に緩や かに傾斜した 緩扉状地に立地しており、 水 田面の現地表は約12m を測る。 当地

から約200m 西側には、傾斜変換線に沿って小畑川が南流する。 当地は、 長岡京の条坊復原によ

れば長岡京左京六条ー坊にあたり、 また 、 弥生 時代 から 古 墳時代の集落跡である雲 宮 遺跡およ

び 縄文時代の散布地である芝本 遺跡の範 囲に含まれて い る。

今 回の調査は、 当地が左京六条ー 坊七町の東辺 と 南辺 を画する 東ー坊坊間大路と六条第二小

路との交差点と推定 され、 七 町の宅地利 用 とともに長岡京の条坊制を解 明する上で童要地点に

あ た る た め、 土地所有者の協力を得て、 実施することとなった 。

調査は、 南北に細長い水田の南部に 東西約 5 m 、 南北約20m の発掘区を設定し、 重機を用 い て

青灰色粘質 上上面まで除去し た 。 除去にあ た っては、 調査 後元の農地に復するた め耕作土・床

士と下層とに分けて行った 。 その後人 力により 遺構検出に努め、 記録を行った 。 さらに下層遺

構を確認するた め再び 重機により緑灰色帖 土上面まで除去し、 人 力によって遺構検出に努めた 。

なお、 調査区の北部の東端で溝状遺構が検出された た め、 調査区を 東に拡張し た 。 ま た 、 調査

中に 南部の 東壁が崩 壊し た た め、 防護柵を設けた 。 調査 後、 順次埋め戻し、 旧状に復し た 。

3 検 出遺構と出土遺物

調査地の基本層序は、 耕作士と床土の下に灰 褐色砂 。 黄灰色砂質 土が堆積して い る。 灰褐色

砂は洪水 による氾濫の影響を被って堆積し た ものと考 え られる。 その下に暗灰色砂質 土 ・ 暗黄

褐色 シ ルト ・ 暗灰色 シ ルト• 青灰色粘 士の順に、 それぞれ約0 .l m の厚さで水 平堆積してい る。

第26図 調査作業風景

青灰色枯 土には土師器・須恵器 。 緑

釉陶器 ・ 瓦のほかに瓦器が含まれて

い た 。 さらに その下に黄灰色枯 士が

あり、 地表下1. 2mで緑灰色枯士とな

る。 黄灰色粘 土は厚さ0. 5m で、 縄文

土器の破片を わ ず かに包 含するが、

緑灰色粘 土は軟質で、 出土遺物が確

認されな かった こと から地山と考 え

られる。 この面はほぼ平坦であるが、

や や 南から 北に 向 かって緩や かに傾

斜する。

遺構は青灰色 粘 土を除去した 黄灰
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24 出土遺物

第29図 溝S D 18401断面 第30図 溝S D 18404断面

色 粘 上上面で 検出された南北方向の溝 4条である。 なお、 下層の緑灰色粘 上上面で明 青灰色粘

士を埋土とする柱穴状のものを検出したが、 出土遺物もなく その性格は明 ら かでない 。

溝S D 1 8401 素掘りの溝で、 調査区の南部で一旦途切れ、 0.3m あけて再び続 く 。 幅約0. 7 

m 、 深さ約0.z�o. 4m で、 U字状の断面 を呈する。 なお、 調査区の北端では幅約1 m 、 深さ約0. 6

m を洞り、 堅牢な も のとなってい る。 埋士は青灰色粘 士で、 一部で下層に黄灰色粘性砂 質 土が

堆積する。 溝は底面に凹 凸 があり、 埋土状況からみると水 の流れはな かったと考 え られる。 遺

物は青灰色枯 土から上師器 ・ 須恵器 • 黒色 土器 。 瓦器 。 製塩 士器 ・ 瓦の破片が出土してい る。

溝S D 1 8402 · S D 1 8403 浅 い 素 掘りの溝で、 幅約0. 2m 、 深さ0.l m を測る。 埋土は溝

SD 18401と 同様に 青灰色 粘 土で、 遺物は出士してい ない 。

溝S D 1 8404 北部東端の拡張部で検出された溝。 調査 区域が限られたため溝の規模は明ら

かにできな かったが、 二段に落ち込む 素掘りの溝で、 幅0. 5m 以上、 深さ0. 6m 以上を測り、 4. 5

m を 検出した 。 溝の底面は緩や かに 北から 南に傾斜してい る。 埋土は暗茶灰色粘 質土 （ 上層） ・

暗灰色粘 質 士 （ 中層） ・ 明 青灰色 シ ルト （ 下層） の三層に分 かれて い る。 遺物は、 上層から士

師器 ・ 須 恵器 • 製塩 士器 • 木片、 中層から士師器、 下層から炭片がそれぞれ出土し長岡京期に

埋没したことが明ら かになり、 東ー坊坊間大路の 東側溝と推定される。

出土した遺物は、 縄文 。 古 墳時代 から近代に い たる各時代の遺物がコ ン テ ナ 3 箱 出土して い

る。 その種類は縄文 土器 ・ 士師器 ・ 須 恵器 • 黒色 土器 • 製塩 士器 ・ 緑釉 陶僻 ・ 瓦器 。 陶器 。 瓦

などがある。 これらの遺物は、 ほとんどが包 含 層の青灰色粘 土および溝SD 18401 · S  D 1 8404 

から出土し、 その多くは小片のため、 実測が不可能であった。

包 含 層おもに青灰色粘 土からは中世の 士師器の小皿( 1 ) や 瓦 器 の ほ かに、 須 恵器の杯 B

( 7 · 8) ・ 壺M (14) · 鉢(1 5) や 土師器 （ 高坪 など） 、 近江産の緑釉 陶器(4 ) 、 平 瓦な
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第31 図 出土遺物実測図 ( 1 / 4 )  

どの中世以前のものも出土してい る。

溝S D 1 8401 須恵器には陶 邑 古窯の T K43型式に相当する坪 身の破片( 9)や 口 縁端部を屈 曲

させる坪 B 蓋( 6 )、 輪高台をもつ壺M ( 13 ) がある。 13の底部外面にはヘ ラ書きの線刻が施さ

れて い る。 他に甕や 壺 k または平瓶の体部片などもある。 土師器には皿 ・ 婉 ・ 甕· 羽 釜または

鍋の破片などがある。 この他に 瓦器（婉） や黒色 土器、 平瓦の破片などがある。

溝S D 1 8404 土師器には壺 B ( 2 ) · 高杯 (3 ) . 皿 ・ 杯 ・ 壺 · 甕などがある。 2 はい わ

ゆ る墨書人面土器の口 縁部の破片であるが、 墨書は確認できな かった。 須恵器には杯 B 蓋( 5 ) ·

杯 A (10 · 11) · 壺または鉢の底部 ( 12 ) などがある。 このほか製塩 士器 • 木片などがある。

4 ま と め

今 回 の調査により、 中世の溝 3 条と長岡京期の溝 l条が検出された。 ほかに周 辺 の調査で確

認されてい る芝本遺跡や雲 宮 遺跡に関する縄文土器 ・ 古 墳時代の土器類も出 士した。

とこ ろ で、 当初期待した 東ー坊坊間大路と六条第二小路との交差点は残念ながら検出されな

かったが、 東ー坊坊間大路の 東側溝と推定される溝SD18404が検出され、 長岡京の条坊制を

解 明する上で貴重な資料を得ることがで きた。 ここでは、 この溝につ い てこれまでに調査研究

の知見を考慮し な がら検討を加 え てみよう。

長岡京の東ー坊坊間大路は、 これまで 検出例がな く 、 その路面幅が明ら かにされて い ない 。

い ま、 調査によって明ら かにされた内裏 南北中軸線を東ー坊坊間大路計 画線と仮定し、 道 路の

振れ角 を度外視して計算すると、 溝SD 18404との距 離 は10. 08m で、 東ー坊坊間大路の道 路幅
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朝堂院中軸線 （朱雀大路心I
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朝堂院中軸線 （朱雀大路心 ）
X = - 117 , 542 . 57 Y =-26,  840 . 39 

内裏中軸線
X = -117  , 536 . 540 Y = - 26, 572. 580 

溝 S D 18404 ( 推定東ー坊坊間 大路東側溝）
X = - 119  , 924 . 00 Y =-26,  562. 50 

溝 S D 17633 (推定東ー坊第二小路西側溝 ）
X = - 11 9  , 307 . 50 Y s=c -26, 454. 00 

溝 S D 17635 ( 推定 東ー坊第二小路東側溝）
X =-119, 3 07. 50 Y =-26, 444. 50 

溝 S D 17636 (推定東ー坊第二小路の 東側宅地境界溝 ）
X =-119  , 307 . 50 Y � -26, 441 . 00 

溝 S D 19801 (推定東ー坊大路西側溝）
Y = -26, 332. 50 

溝 S D 12503 (推定東ー坊大路東側溝）
Y = -26, 308. 00 

第32図 東ー坊坊間大路復原概念図

（溝心々間） は20.1 8mとなる。 一方、 朝堂院中軸線 から求めた数値を 東ー坊坊間大路計画線 と

仮定し、 同様に計算をすると、 道路幅（溝心々間） は23m となる。 い ず れ も 、 東ー坊坊間大路

はこれまでに長岡京で 検出された二種類の大路幅(60尺と80尺） のうち、 80尺前後の広 い 幅の

大路と推定 される。 このことは 東ー坊坊間大路が内裏の 南にある 宮 南面の 東門に通じる大路で

あ り 、 平城 京 ・ 平安 京の例 からも妥当な幅と い え よう。

次に、 東ー坊の地割にふ れておこう。 東ー坊第二小路は東西両 側溝が確認され、 溝心々間9. 5
(2 )  

m で、 東側溝の 東 3. 5m に小路と宅地を画する溝がある。 東ー坊大路は異なる調査地で 東 ・ 西
(3 )  

側溝がそ れ ぞ れ確認され、 溝心々間が約24. 5m で、 東ー坊第二小路と 東ー坊大路間の宅地の 東

西距離が 1 08. 5m と想定できる。 また、 検出さ れ た溝 SD1 8404を 東ー 坊坊間大路の 東側溝と

した場合、 東ー坊第二小路と 東ー坊坊間大路間の宅地も 1 08. 5m と同じであ り 、 東ー坊大路に

面する宅地が道路幅を確保するためよ り 狭 く なる平城 京の地割 と 異なって い る。 また、 条坊計

画心が平城 京では道路心 上に設定 され て い るのに対し、 長岡京ではほぼ 東ー 坊大路の 東側溝心

上にきて い る。 このように従来 から平城 京型と い わ れ て きた長岡京の条坊制にも い く つ かの相

違点がみられる。 今後、 未 検出である朱雀大路 東側溝および 東ー坊第一小路の検出と合わせて 、

朱雀大路に面した一坊の地割方法を再 検討して い く 必要がある。

注 1 なお、 （財）長岡京市埋蔵文化財セ ン タ ー 白 川 成明氏に多大 な 御協 力 を 得 た。

2 木村泰彦 「長岡京跡左京第 176次調査記者発表資料」 1987年

3 東 側 溝…久保田健士 「長岡京跡第12 5次(7 A N 3 B 地区）」 『京都府埋蔵文化財清報』 第6 号1982年

西 側 溝…国下多美樹 「長岡宮跡第 198次発掘調査概報」 『向 日 市埋蔵文化財調査報告書第24集

( 1987) 』



第 4 章 長法寺七 ツ 塚古墳群第 2 次調査概要

長 岡 京跡右京第 269次 ( 7 A N J K K - 2 地区 ） 調査概要

l は じ め に

1 本報告は、1987年7 月2 1日から 8 月2 5日まで、長岡京市長法寺北 畠 1 7番地において実施し

た長法寺七 ツ 塚古墳群の 2 ·3 号墳 、 および長岡京跡右京三条四坊十四町推定地の発掘調査

に関するものである。

2 本調査は、長法寺七 ツ 塚古墳群中の 2 号墳 と3 号墳の 間 を開発する計画がもちあがったた

め、 古墳群の保存施策に 参考 と なる資料を作成する 目 的で行った。

3 調査は、長岡京市教育委員会が主体 と なり、 国庫補助事業 と して実施した。 調査員は、（財）

長岡京市埋蔵文化財センタ ー に派遺を依頼し、山本暉雄が現地を担当した。

4 調査にあたっては、土地所有者である薮 内治作氏をは じ め、三上道頼氏、大実建設株式会

社な ど隣接地の方々に種々の御便宜を得た。 また、調査中には中山修 一、都出比呂志の各氏

から御指導と 御教示を賜った。 記して、 感謝の意を表したい。

5 本報告の編集・執筆 は山本が行ったが、整理作業に 際しては主に 田中佐知子氏の協力を得

る こ と がで き た。

第33図 発掘調査地位置図 (1 / 5000) 

-27-



28 調査経過

2 調 査 経 過

長法寺七 ツ 塚古墳群は、 長 岡 京 市長法寺北畠 に所在する古墳時代後期に築造された古墳群で、

その名が示しているように 7 基の古墳で構成されている。 この古墳群は、 西山 山地の東麓に形

成さ れた扇状地で、 南北 を 谷地形に挟まれた舌状に延びる尾根筋に立地し、 標高が5 1- 46 mほ

どの範 囲 内にほ ぼ20mの間 隔をおいて東西一 列に並 ぶ特徴 を もつ。 7 基の古墳は、 いずれも20

m以 下の小 古墳で、 西から順に 1 · 2 · 3 · 4 · 5 · 6 · 7 号墳と呼称されているが、 そのほ

と んどは後世の士取り等によって墳丘の原形が損なわれている。 その中で、 中央に位置する 3

- 5 号墳の 3 基は、 比較的遺存の度合 が良好で、 規模も大 ぎ 目 であった。 これまで、 3 号墳と

7 号墳からは、 副葬品と みられる須恵器が一 括で出上しており、 須 恵器の型式から築造 年代が

6 世紀の中頃であると考えられている。 また、 石 材等が 全く認められないので、 埋葬施設は横

穴式石室でなく、 木棺直葬であることが推察されている。 さらに、 198 3年に実施した第1 次調

査（長岡 京 跡右京第 1 38次調査） では、 5 号墳の西裾で陸橋を有する周 溝が検出されるなど、
(1 )  

古墳群の様相が次第に判明しつつあった。

今 回、 2 号墳と 3 号墳間の畑地を開発する計画がもちあがった為、 古墳群の保存施策に参考

となる資料を得る 日 的で発掘調査を実施することになった。 発掘調査では、 2 および 3 号墳に

調査地固辺地形図 ( 1 / 1000) 
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ら、 それに関する遺構の確認に主眼をお い た。 発掘区は、 作物が栽培されて い る所を除外した

範 囲に設定し、 1987年 7 月 21日より調査を開始した。 まず、 重機で耕 土を除去した後、 人 力で

遺構の検出に努めた結果、 2号墳と 長岡 京に関係する遺構は皆無であったが、 3号墳の周溝 と

みられるSD 26901を検出する こ と ができた。 その過程で、 発掘区を適宜拡張したため調査面

積は約 33orri と なった。 そして、 検出遺構の保存を図るべ く 川 砂を入れて埋め戻し、 8月 25日

に現地での調査を終了した。

Y-28920 Y-28910 

—-_＿――E- 口
X -118370 -

X -118380 � 

，
 

X - 118390 -

゜ 10m 

第35図 検出遺構図 ( 1 / 200) 



30 検出遺構

3 検 出 遺 構

発掘区内の堆積士層は、 耕 土の下に床士があり、 そのす ぐ下が黄褐色の粘 土または砂礫の地

山になってい た。 こ の地山面は、 東西方向がほぼ平坦であるのに対 し て、 南北方向では北から

南に 向って緩や かに傾斜 し ており、 発掘区北端での標高は49. 05m 、 南端では48. 85m を測る。

こ のため、 地山面の低 い発掘区の 南部にお い ては、 床士の下に灰 白 色砂 質 土と暗茶褐色 粘 質 上

が厚さ 0. 1- 0. 2m ほど堆積し て い る。 地山である黄褐色の粘 土および 砂礫は、 地質的にみて、
(2 ) 

大阪層群 M a 7 の上面を覆う淡水 性の堆積物であるら し く 、 粘 士と砂礫の境界は遺構を思 わせ

るほど明 瞭であった。 こ のように、 地山面までの堆積層が非常に薄 い こ とは、 後世に かなりの

削平を受 けてい るものと思 わ れ、 従って検出 し た遺構も調査面積の割 合に比べて乏 し い もので

あった。

検出 し た 遺 構は、 3号墳の周 溝とみられるSD26901と敷地の境 界溝S D 26902が主なもの

で、 他に水 田耕作に伴う小溝群や 士壊がある。 こ れらの遺構は、 すべて地山面で検出 し た。

周 溝S D 26901 発掘区の北東部にお いて検出 し た素掘り溝で、 3号墳の 北西部あたり か

ら 西側に 延び て い る。 幅約 2.l m 、 深さ約 0.3m ほどあり、 溝内の堆積層は上• 中・下の 3 層

に区分で ぎ た。 上層は灰褐色地山混り 土層で、 須恵器や 瓦器の破片を包含 し てい る。 中層はレン

ズ状に堆積し た暗褐色粘 質 上層で、 須 恵器の提瓶・甕、 土師料の甕など古墳時代 後期の土器が出

土 し た。 下層は茶褐色粘 質 土層で、 周 縁部が薄く、 中央部が厚 い 無 遺物層である。 こ の溝は、

その位置や 出土遺物の 年代 からみて、 3号墳に伴う固溝であると考 え られるが、 墳丘の 西側す

べてを巡らずに途切れて い る。 溝のない 部分は、 陸橋部と し て掘り残され、 墓道と し て利 用 さ

れた可能 性が推察されよう。

溝S D 2690 2 発掘区の 東辺 部にお いて検出 し た南北方向の素掘り溝で、 2段の箱 形に掘

り窪められており、 幅約 l m 、 深さ約0.35m を測る。 溝内の堆積層は、 3 層に分けられるが、

近世以 降の陶磁器片が少 量 出土 し たにすぎない 。 こ の溝は、 敷地を画する境界溝と し て掘られ

たものであ ろ う。

なお、 2号墳の 東側で固 濠の形跡は確認されな かったが、 こ の こ とは後世に削平を受 け たも

の か、 あるい は 古 墳の 西側よりも地形の低 い 東側には周溝を設 け な かった かも し れない。
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出 土 遺 物

今 回の調査では、耕土と床土および 周 溝 S D 2 6901 

な どの遺構 から少量の遺物が出上している。 そ の 内容

をみると、 士師器、須恵器、 瓦 器、 陶磁 器、瓦、鉄製

品な ど各種のものがあるが、 そ の多くは細片であって、

全形をう かがい知るもの や、 図示し得るものは ご く 僅

かである。

周溝 S D 2 6901 では、 先 に も 述べたように、上層 か

ら瓦器濁と須恵器甕の破片が、 また中層 から須恵器の

提瓶 ・ 器台 ・ 甕 、 士師器の甕な どが 少量出土している。

第3 7 図 l は、 口 緑部を欠失した須恵器提瓶の体部片で
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出土遺物実測図 (1 / 4) 

ある。 体部は、一方が比較的平坦であるのに対して、もう片方は丸味をもっている。 肩部の上

半には、 吊 手が退化した径約 1 . 2 cmの 円形 凸起を貼り付けている。 内外面とも ロ ク ロ ナ デ調整

して仕上 げており、 カ キ 目は施されていない。 胎士は比較的精良で、灰色を呈する。 器台は脚

台部の小片であって、3 条の沈線と波状文を巡らせ、沈線の上下には長方形とみられる透孔を

施している。 これらの須恵器は、 陶邑編年の II 型式5段階前後のものと推察され、 6 世紀末 か

ら 7 世紀初頭に比定されよう。 この他、 2 は床士 から出土した無釉 陶器碗の底部片で、 ケ ズ リ

出しによる高 台 を有している。 内面は、 ヘ ラ ミ ガキ を施して仕上 げ、 暗灰色 を呈する。

5

 

ま と め

以上が、長法寺七 ツ 塚古墳群第 2 次調査の概要であるが、 それを要 約して まとめると次のよ

うになる。

ー3 号墳の西側において、 周溝の存在する ことが明ら かとなった。 た だし、周溝は墳丘の西

裾全域を巡るものではなく、 そ の南半部を陸橋として掘り残し、 葉道に利 用していた可能性

が 考 え られる。

2
 

周溝内の遺物は少量であるが、中層に 包含されていた土器は、 かって墳丘 から出土した士

器よりも後出的であり、 古墳築造後し ばらく遅れて から周溝が埋 まり始めた ことを示してい

る。 そ して、上層 から出士した土器の年代 からみて、鎌倉時代には ほ ぼ完全に埋 没した こと

が明ら かとなった。

3
 

このような3 号墳に伴う固溝の諸相は、5 号墳の そ れと共通性が多く認められ、古墳と墓

道の関係 や周溝の埋没過程な ど、 古墳群全体の特徴を把握するための大 き な展望が得られた。

4
 

一方、 2 号墳の東側においては、周溝の痕跡すら検出する ことはで き な かった。 この こと
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は、 固溝がすでに削平されたものなのか、 あるいは 3 号墳 や 5 号墳の場合が そうであったよ

うに、 地形の高い古墳の西側に限って固溝を施したのかも知れない。

5 当調査地は、 長岡京 の右京 三条四坊十 四町にあたるが、 長岡京 期の遺構はもとよ り 、 遺物

もほと んど出土しなかった。

注 1 原秀樹他 「長法寺七 ツ 塚古墳群第 1 次調査概要」 長 岡京市教育委員 会 『長岡京市文化財調査

報告書』 第17冊 1986年

2 京都府立 山城郷土資料館の橋本清一氏 よ り 御教示 を 受 け た。



第 5 章 奥海印寺遺跡第 3 次 ( 2 L O P T J - 3 地区） 調査概要

l は じ め に

1 本報告は1987 年 5 月 8日 から 6 月 13日まで、 長岡京市奥海 印寺東条28- 1 にお い て実施 し

た、 奥海 印寺遺跡第3次調査 に関するものである。

2 調査はこれまで遺物の散布地と し て認知されてい た奥海印寺遺跡の解 明を目指 し 、 共同住

宅建設に先立 って国庫補助事業と し て実 施 し た。

3 調査 は長岡京市教育委員会が主体となり、 調査員は（財） 長岡京市埋 蔵文化財 セ ン タ ー に派

遣を依頼 し 、 小田桐淳が担当 し た。

4 調査 実施にあたり、 土地所有者 である 多 貝 茂氏には数々の御協力を得た。

5 発掘調査および本報告の作成にあたって、 京都文教短期大学名誉教授、 中山修一氏より種

種の御教示を受けた。

6 調査 後の遺構図面・ 遺物の整理は占部輿里を始め多くの方々の協 力を得た。

7 本報告の編集・執筆は小 田桐 が行った。

第38図 発掘調査地位置図 ( 1 / 5000) 
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34 調査経過

2 調 査 経 過

調査地は小 泉川によって形成された段丘下位面に切り込 む湯谷川の左岸域にあたる。 ここは

西山丘陵を 形成 する野山を降りた所であり、 北から南の小 泉川に か け ての傾斜地となってい る。

当地はこれまで奥海 印寺遺跡と し て周 知されてい る。 奥海印寺遺跡は先土器時代の翼状剥片

や縄文時代の石鏃、 奈良時代 から中世に か け ての土器等が散布 し てい る遺跡であるが、 長岡京

域 外にあたること からこれまで調査 があまり行 わ れて い な かった。 奥海 印寺遺跡の他にも、 平

安時代に僧 道雄によって開 かれた海 印寺跡が当地一帯に想定さ れ る。 海 印 寺は、 現 存 す る寂

照院が一子院と し て 唯一法燈を伝 え ており、 また寂照院の西方には 「奥 ノ 院」 「大見坊」 など

の小 字名 と し て そ の名残りを留めてい る。 調査地はこの寂照院の南方 150 m ほどの所である。

また北方の山裾 から山麓に か けて大原 古 墳群、 走田古 墳群などの群 集 墳や平 安時代 の奥海 即寺

瓦窯 などが所在 し て い る。

調査地は多貝 茂氏宅の裏庭にあたり、 畑地となってい た。 ここに 3 ケ所の試掘 グ リ ッ ドを開

け た後、 4 X 15m のトレンチを設定し た。 当 初 人力による掘下 げの予定であったが、 耕作土 以

下の層 が硬く締ってい る こ とと、 遺物の出土する層 が深い こと から重機を入 れることに し た。

基本層 序 は、 耕作土・床土 層 以下灰色砂質 土 ( 5 層） 、 茶褐色 土 ( 6 層） 、 黒茶色礫 土 ( 18

層） とあってベ ー ス 面に至る。 ベ ー ス 層 は濁茶褐色 ない し 黄褐色 の礫混り 士で、 地山 層 はトレ

ンチ東端で さ らに 0 . 7 m ほど下がって確認 し た。 第 7 層 以下の堆積は層 が複雑に入りくん でお

り、 調査地の西を流 れる湯谷川が運 ん だ土 砂であると考 え られる。 これらの中に遺物は含まれ

てい ない 。

調査 は耕作上・床土層 までを機械で除去 し 、 以下を人力での調査に き り換 え た。

床士層 下面での精査によって、 トレンチ中央部 から 6 層をベ ー ス と し て西に一段低 くなる 5

層 の輪郭を 検出 し た。 他に遺構が存在 し ない ことを確認 し 、 5 層 の除去を行った。 5 層 中には

瓦器、 土師器、 須 恵器、 磁器などの中世遺物に混じって染め付 け が出土 し てい る。 全て小片で

ある。 6 層 の上面でも遺構が確認されない ため、 6 層 の掘下 げに入った。 6 層 中には瓦器、 土

師器などの微細な破片が多く含まれて い る。 6 層 の厚さは深い 部分で40 cmほどあったため、 2

匝 に分 け、 途中精査を行って除去 し た。

6 層 下面では18層をベー ス に し た暗茶褐色 士 ( 7 層） の不定形プランが検出されたため、 ト

レンチ内を 12区に分 け、 セ ク シ ョ ンを残 し て掘下 げに入っ た。 この不定形 プ ランはトレンチ内

を 東西 から 南北に折 れ 曲 る溝状の落込みでS X O l と名命 し た。 S X O l からは瓦器婉 や土師器皿

などが大量に出土 し た。 特に B 1 区と B 2 区はS X O l が南へ折れ曲る所であるが、 ここの北肩

に最も多く土器があった。 C 3 区の壁ぎ わ では石がS X O l の肩に平行 し て並 ん で い た 他、 B 1 

区でも石列および石の集積が認められた。
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1 .  盛土
2 .  床土 I ( 橙褐色土 ）
3 .  床土 II ( 明 灰 褐色砂質土 ）
4 .  黄褐色土
5 .  灰色砂質土
6 .  茶褐色 土
7 .  暗茶褐色土
8 .  暗灰褐色土

9 . 淡黒灰色土 17. 淡茶灰色砂質土 25. 明 黄褐色士
10. 明 橙灰色粘質土 18.  黒 茶色礫土 26. 濁茶灰色礫土
11 .  黒茶色 礫土 19.  黒 茶色 礫土 27. 濁灰褐色砂礫
12. 黄茶色士 20 . 黒茶色粘質土 28. 明 黄茶色土
13. 淡黒茶色 土 21 . 濁茶褐色礫土 29. 濁 黄褐色砂質土
14 .  暗茶褐色砂礫土 22 .  黄褐色砂質土 30.  明 橙灰色粘 質 土
15 .  黒 褐色粘 質土 23 . 濁 茶灰色礫土
16. 黒褐色粘 質 土 24. 濁 茶褐色粘質土

第39図 ト レ ン チ 壁面図 · S X Ol 断面図 ・ 地区設定図 ( 1 / 100) 
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こ こで一担記録を取 ミ

った後 、 1 8層 を除去 し

た。 7 層 下面では多数

の ピ ッ ト 、 上城な どを

検出 し た。 これらの埋

土は1 8層と同 じ ような

士である こと から、 本

来1 8層上面 から切り込

まれていたものと考 え

られる。 中でも C 区の

ト レンチ北部では、 ピ

ッ ト 列が 2 間分 、 s x

01 の北肩に乎行する形
第40図 調査風景

で検出された。 こ の ピ ッ ト 列が建物になる か どう かを確認するため、 ト レ ンチを北側に拡張す

る必要性が出て き たが 、 調査地 内では掘った土を置く場所がないため、 現在の ト レンチを一部

埋め戻 し て拡張する ことに し た。

こ の頃、 調査地である多貝氏の敷地と南 隣りの水田との境界に擁護壁を造る工事が始 まり、

調査と並行 し て第 87045 次 立 会調査を実施 し た。 こ の水田面と調査地との段差 は 1 .5 m を測る。

立会調査の結果、 こ の段差は削平によってで き たもので、 調査地の堆積層は若干の傾斜をもっ

て南 へ下がるが 、 これ が段差の所で切りとられている ことが判明 し た。 南 隣りの水田では床土

の下は即地山層 （ ト レンチの断割りで確認 し た層） となっている。

こ の立会調査で、 ト レンチ C 2 区石列の南延長部において井戸 ( S E 09) を確認 し た。 し か

し 立会調査の制約上 、 工事中止には至らず、 工事の重機を使用 し て井戸 内埋土を取上 げていた

だ き 、 井戸底を確認するに留 まった。 井戸の深さは工事掘削底面よりさらに 1 .2 m ほ ど下がっ

た所であった。 井戸の施設は残存 し ていない。

最初の ト レンチを終 了 し た後 、 ト レ ンチの北部の拡張と C 2 区 から立会調査で井戸を確認 し

た南側部分の拡張を行った。 そ の結果北拡張区では S X Olが北側にさらに延び 、 また この s x

01 に 囲 まれる形で掘立柱建物 、 上城 、 柱穴等 を検出 し た。 検出面である1 8層は地形に即 し て北

へ行く ほ ど若干 高くなっている。 また南拡張区では石列の下に土壊と立会で確認 し ていた井戸

( S E O  9 ) の北側％ ほ ど を検出 し 得た。 この拡張部分においては S X Olの南肩にあたる土層

の上りは検出されず、 B3 · 4 区において南にあがる肩は S E 09の園辺にとり まくものと考 え

られ、 C3 区の石列と S E 09 との関連が想定された。 以下各遺構について概略を記す。
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3 検 出 遺 構

S X 01 南西― 北東方向と北西—南東方向に T 字形に交 わ る溝状の落込 みで、 北肩と南部

東西肩 は比較的明瞭に落 ち るが、 その他の部分では緩斜面となっており、 プ ラ ン は明瞭でない 。

深さは25�30cmほどで、 埋土は場所によっ て若干異っ てい るが、 S X O l の最上層 である 7 層 は

トレンチ全面を被ってい る こ と か ら こ の層 はS X O lを埋めた整地土であると考 え ら れる。 A Z

区 か ら B 1 区に かけての両肩付近には径 20cm前後の角 礫 が並 んで 検出された。 こ れ ら はT 字に

合流する北西コ ー ナ 一 部の斜面に L 字形に敷 かれてい る第合と、 その反対側斜面に直線的に並

ぶ 集合との 2 群に大別され、 護岸として敷 か れてい たと考 え ら れる。 一方C 3 区にお い ても石

の集合が検 出された。 こ ち ら は11層 の上に渥 かれており、 50cm四方の円礫 （ こ れは周縁が打 ち

欠 かれて い る） を最大として、 20 �30cm大の円礫と角 礫が敷きつめ ら れたような状態で密 集し

てい る。 中には砥石の割 れ た断片 も含まれてい た。 こ の石群の南方には後述 する井 戸 S E 09が

あり、 こ の井 戸 の中に同様の石材が大鼠に投棄されてい た こ と か ら 、 こ の石群は井 戸周 辺 の石

敷きの一部になると考 え ら れる。 S X O l の他の地区では石材は全く出士してい ない 。

遺物は、 7 層 か ら は全地区に わ たって破片 が量的に 多く出土してい る他、 B 1 · 2 区の北肩

斜面 (13層 ） に形になるものも含めて大量に出土し、 またC 3 区の石敷周 辺 か ら も形になるも

のが多く出士してい る。

井戸SE09 敷地の南端で行わ れ

た擁護壁工事に伴う立会調査 （第8704

5次立会調査） で確認された井 戸で、 エ

事の終 了を待ってトレンチを拡張し、

調査を行った。 その結果、 6 層を除去

したベー ス 面上でS E 09の北側％ ほど

を 検出した。 こ の井 戸は円形ぎみを呈

し、 確認部分で幅 1 . 8 m のプ ラ ンを測

り、 直径 2 m 強く ら い になると思 わ れ

る。 深さは 0 . 8 m まで確認したが、 擁

護壁工事の完 了を待って水 を入れた南

側水 田の水 が流 れ込 み、 以下の調査 は

断念した。 第42図は立会調査 の記録を

合 わせて復原した断面図で、 深さ 2 m

ほどになる。 最下層 には有機質 の土層 が

堆積しており、土 器 ・ 木器類が出士した。
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第42図 井戸S E 09断面図 ( 1 / 40) 
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第43図 掘立柱建物S B 03実測図(1 / 80) 

掘立柱建物S 8 03 S X O l の北西部平担面で検出された 2 間X 2 間の総 柱建物で、 柱間は

東西で 2 . 3 m から 2 . 8 m 、 南北は 2 .4 m から 2 . 7 m ほどを測り、 や や 北側が開 い た形状を呈 し

てい る。 建物の振れ角 は柱列によって異るが、 柱の並び が比較的そ ろ ってい る東西列で計 測す

ると、 おおよそ 東で 北に22' 前後振れてい る。 この角 度 はS XO lの西部北肩のライ ンとほぼ平行

し てい る。

そ の他 の遺構 今 回 の調査 では、 18層上面と下面の 2 面で遺構を確認 し たが、 18層と遺構

埋土はほとん ど同 じ 土であ り 、 18層上面で見 落と し た遺構が下面で検出されたものも かなりあ

る。 埋土 からあきら かに下面に切り込 む 遺構であると確認できたのはS K02とS K04である。

このうちS K0 2はS E 09によって切られてい る。 この 2 つの上 城 からは遺物は全く出土 し てお

らず、 時期 や性格等は不 明である。 18層上面の他の遺構はピット ・ 士堀であるが、 ピットの中

には根石をもつものがある。 また切り合 い から数時期の変遷が考 え られる。



40 出土遺物

4 出 土 遺 物

今 回 の調査で出土した土器類はコ ン テ ナ数にして14箱ほどになるが、 その大部分はS X O l か

ら出土したものである。 中でも B l · 2 区の13層出土遺物は一括性の高 い 資料であると考 え ら

れる。 ここでは個体としてま と まる資料が多く、 その種類は瓦器境 ・ 瓦 料皿 。 上 師器皿にほぼ

限られており、 中でも瓦器婉 の占 める割合 い が破片 も含めて圧頭的に多 い 。 他の器形では羽釜

の小片、 輸入磁器片 があるが、 量的にはきわ めて少 い 。 このような傾 向は他の地区· 層 。 遺構

でも同様である。 ここではS X O l 出土遺物をまず 検当し、 他の遺構 ・ 層出土遺物と比較して ゆ

くと いう方法で報告したい 。

S X Ol 出土遺物 S X O l 出土遺物は第45図と第46図のうち 7 層と13層出土のものである。

この中で B 1 · 2 区13層 出土のものは第45図 1 - 3 、 7 、 8、 10、 （ 土師器皿 II ) 、 12- 15 ( 土師

器皿 I ) 、 17- 19、 21、 （ 瓦器皿）、 32、 34- 35、 37、 39-41、 （ 瓦器塊） である。 これらに計 測可能

な破片を加 え て作成した法量 図が第44 図である。 これを見 ると瓦器婉 は口 径が12. 5- 14cm、 器

高 4 - 5 cmと若干幅がある。 口 緑部外面に暗文の施こされたものは全くなく、 内面の暗文も荒

い ものが多 い 。 図示したものは口 縁端内側の沈線がない ものば かりであるが、 破片では全体の

2 割ほどに沈線が認められる。 見込の暗文は簡単な鋸歯文がほとんどである。 高台は断面逆 三

角 で 2 - 3mmの高さのものが多く、 中には粘上をすりつけた程度のものもある。 炭索が全体的

に吸着して い ない ものや全く吸着してい ない ものが 1 割ほどある。 瓦器皿は口 径 8 .5 - 9 cm、

器高 1 - 1 . 5  cmと婉に比較してよくまとまってい る。 見込に暗文のある例 はない 。 土師器皿類

は比 較的薄手のつくりで、 淡赤灰色を呈してい る。 胎 土はい ずれも精良で、 赤色 粒子 ・ 金雲母

• 長石の小片を合んでい るものが大半である。 調整はい ずれも内面および 口 縁部外面をきれい

になでるのみで、 底部外面には凹 凸 が残る。 皿 I は
(cm) 

口 径12- 13cm、 器高 2 - 2 . 5  cmの中にまとまってい 5 
翁

る。 15の破片では帖 土の板を璽 ね合 わせた痕跡を留 愚

めてい る。 皿 II は口 径8- 8 . 5  cm、 器高 1 - 1 . 5  cm 

のものが最も多 い が、 中には 7 cm強 と小ぶりなもの

も少し混 る。 05 
(cm) 

これらの瓦器• 土師器類 は橋本編 年のIII ー 3 期 か 文
器

らN - 1 期くらい の時期におさまるものと考 え られる。 愚

このまとまって出土したB 1 · 2 区13層の土器群

を基準として他の土器との比較をすると、 S X O I の

＜瓦器境 ・ 皿＞ .. :· 
.re• ゜

塊

v
 皿

10  く 口径) 15 (cm) 

く 土 師器皿〉

.s ••• 
皿 I

埋土上層で あ る 7 層では差異は認められない 。 s x ゜
5 

.. . . .,, . . . . 皿JI
1 0  〈口径〉 15(cn; )

01が切込 むベー ス 層となってい る18層はあまり遺物 第44図 B 1 ·2 区13層出士塙皿類の法量図
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第45図 出士遺物 (1) ( 1 / 4 )
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第46図 出土遺物 (2) (1 / 4 )  
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第47図 出土遺物 (3 )(1 / 4 )  

は出土してい ない が、 29 · 30の瓦器婉をみると、 内面の暗文も密で見込 に螺旋文が認められ、

古相を帯び る。 56の片 口 鉢は東播系 の製品で13世紀代のものである。 これらの上器はS X O lよ

り若干 古 い様相を示すが、 時期的に はさほど 隔たりをもたない 。 S B 03出士瓦器婉 は、 夕H頃度

が増し、 若干器高が低 い ものである。 これは13層 の中 でも新しい様相を示すものであり、 7 層

中 に も認められる。 48は皿 l ょりさら に大型の土師器皿である。 S K07はS B 03と平面が重な

るが、 瓦器婉の形態 からはS K07の方が 古 い 。 ここ からは淳化元賓・熙寧元賓・ 元豊通賓が一

枚ずつ重なって出土して い る。 S E 09出土 遺物はほとん どが礫層 の下の井 戸 最下層 から出土し

て い る。 図示し得た土器は皿 I と鍋であるが、 他 に 瓦器境 の小片 も比較的出土しており、 これ

らの上器も13層 および S K07と同様のものである。

6 層 中 の遺物もこれらとあまり差のない 時期のものが占めて い る。 60は滑石製羽釜の破片を

再加工して温石として使用したと考 え られるものである。

図版1 8 に のせたものはS X O lおよび S E 09から出土した砥石である。 このうち 68 · 73 · 7 6は

S X O l  C 3 区石列中 に混入してい たもので、 他は全てS E 09の礫層 中 に 他の多くの 自 然石 とと



44 ま と め

もに混入し て いたものである。 69 · 71 · 75の砥石は火を受け てた痕跡を留めて いる。 焼けた石

は こ の他にも S E 09、 S X Ol C  3 区の両 方に存在した。

5 ま と め

本調査で検出された遺構は、 い ずれも13 世紀後葉 から14世紀前葉に かけ ての比較的短 い時期

の遺構であり、 そ の中でも数時期の変遷が認められるものである。 そ の構成は S X Ol を排水施

設とし て 、 これによっ て 区画された空 間 をもち、 S X Olの北西部に建物を配し、 南側に井戸を

もうけ て いる。 この井戸は、 中に投棄され て いた礫と S X Ol C 3 区 から こ の井戸に かけて裾 え

られて いる石列との構成が い ずれも砥石・焼石を含 むと いう共通性をもっ て いる こと から、 も

とは井戸の周 囲に敷 かれて いたものと考 え る ことがで き る。 こ の敷石によっ て 井戸は S X Olの

底面より一段 高くなる。 S B 03 は こ の遺構群の中では一番新規のものになる。 こ こでの建物 区

画は、 ト レ ンチの北側に主要建物を配するものとな ろう。 さらに 、 S X Olが T 字状に交差する

こと から北 西部にも別の 区画が存在するものと考 え られる。 こ れらの敷地は1 8層によっ て整地

されており、 こ の時期新らたに 開発された ことを物 語っ て いる。 また S B 03 廃絶後はさらに 6

層によっ て埋めたてられ、 ト レ ンチ内に限っ ては以後建物が建 てられる ことなく現在に至っ て

いる。

こ の一連の遺構は、 整地・排水施設 ・石敷井戸というしっ かりした構造をもっ ており、 また

砥石が大型で数も多 い ことな ど から、 一 般的な民 家とは考 え 難 い。 こ こ に 当遺構と関係が 考 え

られるものに海 印寺跡があ げられる。 海印寺跡は9世紀に僧 道雄によっ て創建 された寺で定額

寺とし て 一時期栄 え た寺である。 そ の後衰退の徒をた どるが 、 文永二年 (1265年） 後嵯峨上皇
( 1 )  

によっ て 海 印寺再興の院宣が出され ており、 整備された ことが 知られる。 調査によっ て検出さ

れた遺構の時期は こ れより少し後のものになるが 、 当時 ま だ 海 印寺が 存続し て いたであ ろう こ

とは確実であ ろう。 また寂照院仁王像の体 内 から発見 された康永三年 (13 44年） 銘の結縁交名

にみ え る中 世海印寺村もすでに成立し て い たであ ろう こと から、 この村との関係も考 え なけれ

ばならな い。 い ずれにし ても当地域の調査は途につ い た ば かりであり 、 今後海印寺跡と そ の周

辺の村落の解明によっ て 、 本遺構の位渥付けがなされる ことにな ろう。

注1 「寂照院総合調査報告書」 『 長 岡 京 市報告書』 第16冊 1985 年 3 月



第 6 章 奥海 印寺遺跡第 4 次 ( 2 L O P S R 地区 ） 調査概要

1 は じ め に

1 本報告は、 19 87年 5 月 28 日 から同 6 月 24 日 まで、 長岡京市奥海印寺城 10-35他に お い て国

庫補助事業と し て実施した奥海印寺遺跡第4次調査に関するものである。

2 本調査は、 伴野昇次他 3 名による住宅建 設工事に伴うものであり、 道 路予定部分に沿って

3本のトレンチを設定、 南から第 1トレンチ、 第 2トレンチ、 第3トレンチとした。 各トレ

ンチの調査面積は第 1トレンチ36m' 、 第 2トレンチ6om 、 第3トレンチ54面 で、 総調査面積

は 1som である。

3 本調査は、 長岡京市教育委員会が行 い 、 現地での調査は財団法人長岡 京市埋蔵文化財セン

タ ー に委託し、 同セ ン タ ー 調査員木村泰彦が行った。

4 本報告書作成にあたり、 日下雅義氏 （立命館大学） 、 小森俊寛氏 （平安 京調査 会） より多

くの御教示、 御助 言をい ただ い た。

5 本報告の執筆 ・ 編集は木村が行った。

第48図 発掘調査地位置図 (1 /5000) 
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第49図 検出遺構配置図(1 / 250) 
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2 調 査 経 過

今回 の調査地は、 奥海印寺遺跡にあたることはもとより、 そ の 「城」 の地名が示す如く奥海

印寺城の推定地にもあたるとこ ろ から、 主として城館関係の遺構の検出を目的として調査を行

う ご ととした。 奥海 印寺城に関しては、 地名と固 辺地形から その存在が推定されるのみであり

正確な範 囲、 成立時期などはまったく不 明 であるが、 現在推定されている奥海印寺城の範 囲は、
( I )  

南東へ伸び る丘陵上の250m X lO O m の細長い部分である（第50図参照）。 このうち 西と 南は小泉

川によって形成された比高約10m の段丘崖によって囲まれており、 まさに天然の要害を思 わせ

る土也 形 と い え る。 現在斜面部は主に果樹園として、 平坦部は宅地および 水 田としての利用 がな

されており、 今回調査の対象となった部分は、 推定地のうちの 西端 、 果樹園のある緩傾斜地部

分にあたる。 調 査 は桑 ·密 柑等の伐採の後、 カ ギ の手 に 曲 がる道 路建設予定部分に合わせ

て、 南側に 南北方向の第 1トレンチ(3 X l3m )、 中央に 東西方向の第 2トレンチ(3. 5X l7 m )、

北側に 南北方向の第3トレンチ( 3. 5X l4. 5m ) の 3本のトレンチを設定した。 付近の標高は

第3トレンチで約62m 、 第 2トレンチ、 第l トレ ン チは一段低 く
―
な った部分にあたり約60m を

澗る。

掘削 は各トレンチともに重機によって現在の耕作土および 以前の竹薮の客 土を除去し、 以下

の層は人 力によって行った。 又第 1 . 第3トレンチでは下層の状況を調べるため遺構面より断

ち割りを行った。 発掘調査は 6 月 19日に終了 し、 その後再び 重機による埋め戻しを行い、 6 月

24日すべての作業を終了 した。

第50図 奥海印寺城範囲推定図（注 1 文献よ り 転載）
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3 検 出 遺 構

第1 ト レ ン チ 基本層序は整地用 バ ラ ス 以下、 耕作土である暗褐色砂質 士、 暗灰褐色砂質

土礫混 り（竹薮客 上）の順で、 地表下約 l m で遺構面である暗灰褐色 ～ 暗茶褐色礫層に至る。 こ

の礫層は非常にしまりが悪く、 堆積時期 が比較的新しいものと推定される。 トレンチ東辺 部での

断ち割りによって礫層の厚さを確認したところ 約 1 . 5m 程あることが判 明 、 さらに その下 から

は黄灰色 シ ルトの段丘礫上古

土壌が検出された。 同様の状

況は周 辺 の崖面にお い ても観

察されること から、 この礫層

は中世を そう遠 く 遡らない 時

期の 士石流によって形成され
(2) 

たものと考 え られる。

遺構は、 近世(ls祉紀後～

1 9世紀初頃） の土墟が 2 基と

中世の土壊が 1 基、 他に無 遺

物の小ピットが検出された。

S K  O 1 は、 直径 0. S m 、

深さ 0. 2m の小士城で、 備前

焼甕体部片、 伊万里皿小片、

土師器皿片等が出土してい る。

S K0 2 は、 直径 1 . 2m 、

深さ 0. 2mを測り、 中央でさ

らに 1 段深 く なる円形士墟で

ある。 炭・焼土を含 むが焼け

た痕は見られない 。 備前焼の

すり鉢、 士師器皿片、 白磁の

小片等が出上してい る。

S K0 3 は、 直径 0. 9m 、

深さ 0. 4mを測る円形の土城

で、 14世紀前半頃の瓦器 婉 ．

皿片、 小形三足付羽釜、 士師

質皿等の小片が出土した。

L
11
 59 .
S
m

 

ロ
ニ
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第51図 第 1 トレ ン チ平面・断面図 ( 1 / 100 )
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第 2 ト レ ン チ 層位の大半は、 現

耕作士と開墾の盛土、 および椎茸栽培

用の鉄柱据付けのための覚乱であり、

西半 部に竹薮客土である黄灰色砂礫混

り士が残されている。 遺構面は それら

の層の直下にあり、 北東隅が高く 南西

方向に約0. 6 mの段差を持つ斜面を形

成した後、 平坦面が広がる地形となる。

------­
Y=-29 ,61 4 

59.6m 

----
◎ 

--­
Y=-29,61 7 

◎ 
------­

Yニー29,620

----

--­
Y=-29,623 

59.l m ◎
 

X=—1
7

, 74 7 』
山

一

＼ 

---

59,lm 

----

59. 1m 」 ＼ ＼ ＼ ＼ ヽ

ん どは覚乱およびし み込みである。

S K O 5 はトレンチの西側で検出さ

れた平面四角形を呈する土横で、 南北

2. 2m、 東西 1. 9 m、 深さ 0. 5mを測

る。 壁面はほ ぼ垂直に近 く 掘り込まれ

＼＼ このことから、 現在の地形はトレンチ

の北で 2 m程の崖面が広がるものであ

るが、 本来は連続する傾斜面であり、

開墾等によ っ て切士されたものと見ら

れる。 遺構検出面の上は高い部分が黄

灰色砂質で、 低い部分に行く に従い第

l トレンチでも確認された土石流堆積

による礫層 へと変化してい く 。

検出された遺構には溝 • 上横 ・ ピ ッ

ト等があるが遺物の出土したものは少

なく 、 いずれも江戸時代( 18世紀後半 ～

19世紀初頃） のものである。 他のほと

ており、 底部は平坦面とな っ ている。

ー ゜ 3m 

.: � 

_,, i ている。 次の暗褐色土には上記の炭 。
ど

1 .  黒褐色土 4 . 暗灰褐色砂質土
2 . 暗褐色砂質土 5 . 黄灰色砂礫混 り 土
3 .  灰 褐色礫

第52図 第 2 ト レ チ平面 • 断面図 ( 1 / 100 )

焼士は見られないが、 多量の遺物が包

含されていた。 最下層である暗黄灰色

砂 質士にはほと んど遺物は含まれてい

なか っ た。 土城の壁面には焼けた痕跡
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第53図 土城S K 0 5 断面 図 (1 / 40) 

が見られない こと から、 付近で ゴ ミ を焼 い た後投入したものであ ろ う。 ただ本来の機能は別 な

ものと考 え られ、 後述の如 く SD0 6 と一連の施設であった可能性が強 い 。

SD0 6 は、 前述した斜面の裾付近を蛇行しながら 東西に伸び る溝で、 幅約 l m 、 深さ 0. 1 

mを測る。 西に行くにつ れて浅くなり肩も 南側では不 明 瞭な部分が多 い 。 両端部はち ょうどS

K0 5 の北東隅に接するように作られてい ること から一連の施設 かと思 わ れる。

S K0 7 は、 トレ ンチ北辺 で肩の一 部が検出された深さ約 0. 3mをi則る士横状遺構である。

遺物は陶器片、 土師器片が少量 出士したのみであり、 性格、• 規模につ い ては不 明 である。

第3 ト レ ン チ 基本層位は、 2 層の盛上（駐車場用） 以下、 厚さ0. 3- 0. 8mの礫 層の堆積

（第54図 3 - 7 層）、 中世 遺物包 含 層である暗褐色砂質 上層の順で遺構 検出面である黄灰色砂質

士 ( 12層） に至る。 このうち 3 - 7 層の各礫層は 1 · 2トレ ン チで見られた土石流堆積と同質

のものであるが、 北側 から順次堆積した様子が看取されること から人 為的 な埋めたてによるも

のと考 え られる。

遺構 面以下の層につ い ては部分的 な断ち割りによって深さ l m の所まで確認してい る。 12層

は厚さ約 0. 5m で、 その下に暗黄灰色礫 ( 13層） 、 黄色砂質 土 ( 14層） 、 暗褐色礫 ( 15層） の

堆積が見られた。 し かし い ず れも 安定した層ではなく、 又 土石流による堆積でもない こと から
(2) 

人 為 的に盛 士が行なわ れた整地層である可能性がある。

検出された遺構は、 掘立柱建物 2 棟、 土城 1 基、 その他にピットとしみ込み状の窪みがある。

ピットの 中には柱痕を残すものもあるが狭小なトレ ンチのため建物としては確認できな かった。

S B 0 8はトレ ン チ北側で 2 間分 3個の柱穴 が検出されたもので、 お そら く 掘立柱建物の 東

側部分にあたるものと見られる。 検出された柱穴の中で最も大きく、 直径約 0. 7- 0. 9m 、 深

さは中央のものが 0. 8m 、 他は 0. 5mを測る。 そ れ ぞ れ直径18cm前後の柱痕が残されて い た。

柱間は不等間で、 北で 2 m 、 南で 1. 7m である。 遺物は柱掘形内 から 士師器皿の小片が出土し

たのみで、 時期の決定には困難を伴うが、 包含層より出土した瓦器境片など から概ね 14世紀前

半頃のものと推定される。

S B 0 9 はS B 0 8の 南で 検出された 南北4 間、 東 西 2 間以上の小規模な総 柱の掘立柱建物

である。 図では西辺 を検出したものとして復原したがさらに 西に広がる可能 性もある。 柱掘 形
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の直径は 0.3m 前後と小さ く 、 い ずれも直径約15cm前後の 柱の痕跡を残 し て い る。 柱間は 東西

で 2.3m 、 南北は かなりバ ラつきがあり l . 5- l . 7mを測る。 柱掘 形内より出土 し た遺物には

瓦器婉片 • 土師器皿片などがあり、 瓦器婉の特徴 からこの建物の 年代はS B O S とほぼ同時期と

推定される。 ただ両 建物

は その方位が かなり異な
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ること から若干の時期差

があると思 わ れるが、 前

後関係は不明 で あ る。

S X 0 4 はトレンチの

--- 南東隅で北西肩の部分が

60.S m 

＼ 

--­
X=-119 ,735 

検出された土墟で、 深さ

は 0. 7mを測る。 埋土は

2 層あり、 少量の瓦器婉

小片 • 土師器皿片等が出

- 土 し た。 お そら く 前述の

― 掘立柱建物と同時期のも

のと考 え られる。 一部分

のみの検出のため規模 ・

性格は不明 であるが、 遺

物包 含 層である第8層の

堆積状況 から見 ると、 か

なり大 ぎ な土城であった

可能性がある。 位謹的に

はS B O 9に附随する施

--­
X=-1 19 ,738 

ー

設であった かも し れない 。

この他には し み込みと

ピ ットが数個検出されて

い るが遺物を出土するも

のがほとんどなく、 また

前述の如く建物と し ての

3m まとまりも見 出し 難 い た

60, 3 m  

---

(/1 

第54図 第 3 ト レ ン チ平面• 断面図 ( 1 / 100) 

め、 時期 や性格等につい

ては不 明である。
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4 出 士 遺 物

今 圃の調査で出土した遺物のほとんどは近世の土壊S K0 5 のもので 占められ、 他に少量の

中世 遺構に伴うものが出士してい るが図示できるものは非 常に 少 な い 。 以 下 S K O 5 から 出

士した遺物を中心に、 図示し得たものにつ い て その概略を述べ る こととしたい 。

S K0 5 の遺物は、 多 量の炭 ・ 焼 上とともに出土してい る事から火事あるい は焼却によって

投入されたと推定される一 括資料である。 量はコ ン テ ナ バットにして 5 箱あり、 そのうちの約

6 割が陶磁器で 占められる。 次 い で土師 質の土器が 2 割、 瓦類が 1 割、 残りが金属製品 ・ 土製

品 その他となる。 陶磁器では圧倒的に肥前系染付磁器が多く全体の 8割を 占めて い る。 次 い で

唐津系の陶器、 瀬戸 ・ 美濃系の陶器、 京焼系の陶料の順で、 志野系の土器片が 1 点ある。 時期

は、 青磁染付の筒茶碗、 広 東碗の存在、 瀬戸• 美濃系の落蓋の形態など から18世紀後半 �19世

紀初め頃のものと推定される。

碗 磁器と陶器があり、 磁器はすべて肥前系である。 1は新しい 形態のもので数は少 な い 。 外

面に菊花文、 見込みには 「寿」 銘をもつ。 2 · 3 は丸腰の碗で、 3 の高台は外側に張り 出す形

態。 外面は桐• 梅文、 見込みには鳥文、 高台外面には圏線を施こしてい る。 3 は内面に菱繋ぎ

四方欅の文様帯がめ ぐ る。

4 � 6 は広 東碗である。 セ ットとなる蓋につい ては 6 のみ小片 が確認されただけで、 他は見

あたらな かった。 4 は 山水 図を 外面に 描くもの だ が 呉 須 の発色はやや黒ずんだ青色である。

5 は外面に菊花と松を見込みには四弁花を描 い ており呉須の発色は良好、 全面に貰入が見られ

る。 6 は外面に雲龍文を描く一 回り大きなもので、 龍は三つ爪である。

筒 茶碗 2 点のうち 7 は青磁染付である。 口 縁がや やすぼまる形態で、 内面に は 四方欅の文様

帯をめ ぐらせ、 見込みにはい わ ゆ るコ ン ニ ャ ク 判による五弁花文をもつ。 五弁花のみ発色が悪

い 。 8は直立する半筒 形のもので、 内面には菱繋ぎ四方欅、 見込みには手描による五弁花文を

もつ 。 高台にははなれ砂が付着しており、 中央に角 枠の渦福銘を描 い て い る。

9 · 10は陶器の碗。 9 は 京焼を模した唐津系のもので外面には省 略された根付若松を描 い て

い る。 10は 京焼系の丸腰の碗で、 外面には草文と思 わ れる銹絵の一 部が残る。

鉢 10 · 11は唐津系 の陶器鉢、 11は口 縁端を外反 させるもの、 12は内外面に肥厚させた平坦

面をもつものである。 11外面には草文銹絵の一部が残る。 13は肥前系磁器。 鉢としてお い たが

や や浅 い ため碗に含めた方が良い かも知れない 。 外面には折れ松葉文、 内面には唐草文を描 い

ており、 見込みは蛇の目釉はぎを行う。 中央には五弁花のコ ン ニ ャ ク 判をもつ。

皿 い ずれも肥前系の磁器。 14は直径 13cm、 15は直径 11. 5cmの厚手 の皿で、 内傾気味の高台

を有する。 見込みには蛇の目釉はぎを行う。 14は内面に花唐草文とコ ン ニ ャ ク 判の五弁花を、

15は松葉文 を 施こしてい る。 16は型づくりによる輪花皿で口 銹を施こすものである。 内面全体
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に花鳥文を描き、 底部中央には 「成化 年製」 銘をもつ。

蓋 磁器と陶器がある。 17�19は広 東碗の共蓋で、 い ずれも肥前系の磁器。 外面には菊など

の草花文を描 く ものが多 い 。 このうち 18 · 19はと も に内面に四弁花を描き、 黄味を帯び た釉で

呉須の発色も良 く ない 。 18には角 枠銘が見られる。

20 · 21は山蓋で、 20は梅花文の上絵付を行ってい る。 21は合わせ部のみ釉を施 こ さない。

22は瀬戸 • 美濃系の鉄釉 陶器の落蓋で、 梅花文を貼り付けたつまみを有してい る。

小物 23は白磁、 24は肥前系染付で内外面ともに山水 図を描く、 25は鍋であるが小 形のため

ここに含めた。 内面と外面上半に鉄釉を施こす瀬戸• 美濃系の陶器。 外面の 一部には煤の付着

が認められ、 実際火に かけられたもののようである。 把手は欠失する。

袋物 数は少 な く 、 図示できたものは肥前系染付の一輪差 ( 26) 一 点 だけである。 外面には草

花文を施こしてい る。 他に唐津系の徳利と思 わ れる体部片 が 1 点ある。

仏飯 27 · 28ともに脚台上部に内弯する小碗をのせた形態のものである。 27は草文、 28は菊

花文を外面に描 い て い る。 他に体部片と脚部片が 1 点づつあり、 い ずれも肥前系磁器である。

土瓶 29は唐津系の薄手作りのもので、 口 縁部は波状に成 形し、 注 口 は先すぼまりとなる形

態である。 耳の部分は欠失、 底 部は無釉である。 他に瀬戸 • 美濃系のものが 3個体分程ある。

擢鉢 数は少 な く 、 図示し得たのは30の備前焼一 点のみである。 他には信楽系の 口 縁が 1 点

と体部片が数点、 丹波焼と思 わ れる口 縁部片が 3 点程ある。

灯明皿 陶器と上師質のものがある。 陶器は唐津系の施釉されたもので平皿 ( 21 · 22) と受

付皿 ( 33 。 34) があ る 。 直径11�12cm前後でい ずれも焦 げ跡を残してい る。 平皿のな かには内

面に菊花文や梅花文を貼り付けたものも見られる。

土師質の皿は法量 から 3 つに分類される。 35 · 36は直径 5cm前後のもの。 手 づ く ねで中央部

が わ ず かにふ く らむ 。 全面に 金雲母の粉が付着する。 37�42は直径8cm前後の もので最も量が

多 い 。 43 · 44は直径10cm前後で見込みに凹線を廻らせるもの。 い ずれも細 い 胎 士に砂粒を わ ず

かに含 み、 数 ケ 所に焦 げ痕を残す。 乳 白 色を呈するものと橙色を呈するものがある。

抱烙 45 · 46はともに 口 径48cm、 器高 9 cmの底部形づ く りによるもので底部外面に雲母の粉

賣8 �

ニ:. こ�: 三＼ 。
第57図 出土遺物実測図 ( 1 / 4 ) 
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56 ま と め

が付着する。 貼り付けによる把手を相対する位謹に作り 出してい る。

土製品 伏見人 形 。 士鈴など がある。 伏見人 形は破片 が多く原 形不 明 のものが多 い 。 狛犬が

唯一の完 形品。 鈴は成 土板を絞り上げ開 口 部を切り取るもので 2個体 出土した （図版 25)。

瓦 軒 丸 瓦は 2 点、 い ず れも周 囲の珠文のみで中心部を欠く が三つ巴文であ ろ う。 軒平瓦は

均正唐草文で同じく 2 点ある。 一 部燻し焼きが全体に及んで い ない ものも見られる。 半 瓦の中

には広・狭端部を持つ タ イ プ が確認され る（図版 26- 1 ) 他に桟 瓦 片 が 1 点ある。

金属 製品 鉄製品には釘 • 鎌、 銅製品には煙管、 釘、 釣手、 鈴などの他に用 途不 明 品が数 点

ある。 又銭貨として寛永通宝（新寛永） も一枚出上して い る（図版 26- 2 ) 。

そ の他の遺物 前述の如 く 図化できるものは少 ない。 近世では第 1トレ ン チS K0 2 出上の

備前焼播鉢(47) と 上師 質皿(48) がある。 遺物の量 が少 な く 時期の判 断はつき難 い が、 S K

0 5 と同時期 かある い は や や古 い もの かと推定される。

中世では同じ く 第 1トレ ン チのS K0 3 出土のものがある。 50·51の土師質皿と 52の小形三

足付羽 釜 が 図示し得たものである が、 他に瓦器境の小片も 10数個体 分出土してい る。 瓦器境 の

形態 から見て概ね 14世紀前半頃に比定されるものである。

53は第3トレ ン チの暗褐色砂質 土層から出土した羽釜である。 直線的に立ち上がる口 縁部と

断面三角 形を呈する鍔を有するもので15世紀代に入るものであ ろ う。

5 ま と め

今回の調査では、 当初目的とした奥海 印寺城に関する決定的な遺構は検出されな かったもの

の14世紀前半頃と推定される掘立 柱建物や 士壊などが検出され、 当地周 辺 の歴史を考 え る上で

貴重な成果を得ることができた。 文献上ではこの城に関して直接触 れたものは無 い が、 その存
( 1 )  

在を推定させる史料でも 15世紀後半までにし か遡らない 。 従って今 回 検出された建物はその性

格は不 明 ながら少 な く ともS B 0 8の様な比較的規模の大きな建物を有する集落 がすでに 14世

紀代には存在してい たことを示し、 当地における在地勢力の伸展 状況を表す一つの資料になる

ものと考 え られる。 先 の文献には嵩橋左衛門尉の名 が見 え 、 奥海 印寺城をこの人物の城とする

説もある。 高橋家は現在も分家して存在しており、 弓構と呼 ばれる同族 集 団を保って い る。 高

橋氏 が 15世紀頃に当地で勢力を持ってい たのはほぼ間違 い ない と思 わ れ、 奥海 印寺城が高橋氏

の居館であった可能性は高 い 。 第3トレ ンチで確認された如く、 周 辺地にお いて大規模な整地

作業 が行な わ れたと見られること から、 今後周 辺地での調査 が進行することにより城の遺構は

もとより乙 訓の中世史を考 え る上での大きな成果が期待されるもので あ る。

注 l 山下正男 『京都市内お よ び そ の近辺 の 中枇城郭』 『京都大学人文科学研究所調査報告』 第35号

1986年 3 月

2 日 下雅義氏 の 御教示 によ る 。
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